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［市の人口］
71,091人
男=34,808人
女=36,283人
前月比－67人

［世帯数］
26,317世帯
前月比－31世帯

平成20年１月１日現在
（人口・世帯数は
外国人登録を含む）

［主な内容］
● 全国高等学校総合体育大会（インターハイ）がやってきます！
● ご利用ください！中小企業地域資源活用プログラム
● 「子どもちちぶ学士・博士」が授与されました
● 市・県民税の申告
● のびのび子育て支援金の受付が始まります

［市内公民館・勤労青少年ホーム　講座・クラブ受講生募集］
［秩父市議会だより第11号］

晴天に恵まれて 秩父市成人式晴天に恵まれて 秩父市成人式



❷2008年2月号

　

７
月
28
日
㈪
、
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア

リ
ー
ナ
で
の
総
合
開
会
式
に
よ
り
熱
戦
の

幕
が
開
け
ら
れ
、
８
月
中
旬
ま
で
県
内
で

29
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

秩
父
市
で
も
、
相
撲
競
技
が
単
独
開
催

さ
れ
、
ま
た
、
小
鹿
野
町
と
の
共
同
開
催

と
し
て
、
自
転
車
ロ
ー
ド
競
技
お
よ
び
登

山
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

各
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
選
手

た
ち
が
頂
点
を
目
指
し
、
熱
い
戦
い
を
繰

り
広
げ
ま
す
。
全
国
か
ら
集
ま
る
選
手
の

皆
さ
ん
を
、
ぜ
ひ
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

●
相
撲
競
技

と　

き　

７
月
29
日
㈫

〜
31
日
㈭
（
３
日
間
）

と
こ
ろ

　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

●
自
転
車
ロ
ー
ド
競
技

と　

き　

８
月
５
日
㈫

（
１
日
間
）

と
こ
ろ

　

合
角
ダ
ム
周
回
コ
ー

ス

●
登
山
大
会

と　

き　

８
月
６
日
㈬

〜
10
日
㈰
（
５
日
間
）

と
こ
ろ　

白
岩
山
・
白

泰
山
・
両
神
山
の
３
コ

ー
ス

※
大
会
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
報
７
月
号

に
掲
載
し
ま
す
。

　

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
通
称

「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
」）
は
、
昭
和
23
年
に
全

国
高
等
学
校
体
育
連
盟
が
発
足
し
て
以
来
、

全
国
各
地
で
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
開
催
さ
れ

て
い
た
各
競
技
種
目
別
大
会
を
統
合
し
、

昭
和
38
年
か
ら
名
称
を
「
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
」
と
し
て
、
夏
季
お
よ
び

冬
季
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の

が
始
ま
り
で
す
。
各
大
会
は
、
全
国
を
東

･
中
･
西
の
３
地
域
に
分
け
て
輪
番
で
開

催
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
22
年

で
全
国
を
一
巡
し
ま
す
。
今
回
、
埼
玉
県

で
は
初
め
て
の
大
会
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
、
全
競
技
で
約

３
万
３
，
０
０
０
人
の
選
手
･
監
督
が
参

加
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
会
を
支
え
る
役

員
や
補
助
員
が
約
２
万
８
，
０
０
０
人
、

選
手
た
ち
を
応
援
す
る
観
客
も
約
60
万
人

と
大
勢
の
人
が
埼
玉
に
集
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
18
年
10
月
に
、
平
成
20

年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
秩
父

市
･
小
鹿
野
町
実
行
委
員
会
を
設
立
し
、

大
会
の
成
功
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
な
お
、
大
会
の
準
備
状
況

や
取
り
組
み
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
担
当
☎
25

－

５
２
２
９
（
直
通
）

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
は

大

会

の

規

模

大
会
開
催
に
向
け
て

平
成
20
年
夏

平
成
20
年
夏

平
成
20
年
夏

　

　高校生がさまざまな競技を通じて自らの才能を彩やかに開花させ、それぞれの夏に彩りを添
えるとともに、色鮮やかに彩る花々で全国から来県するお客様を迎えたいという気持ちを表し
たものです。

　高校生が日ごろの厳しい練習で鍛えた力のすべてを出しきり、自分の限界を超え、埼玉の地
で輝く未来に向かってはばたいて欲しい。そして、その懸命な姿、努力の軌跡、達成された数々
の記録やいくつもの感動がさわやかな風となり、多くの人の心にいつまでも吹いていて欲しい
という気持ちを表したものです。

　６本の放物線や曲線で高校生の溢れ出る情熱や躍動感を表現し、図下
の曲線（「Ｓ」）で埼玉開催を表したものです。
　
※「愛称」、「スローガン」、「スローガン毛筆作品」、「シンボルマーク」
は県内の高校生による数多くの作品の中から選考されたものです。

『彩夏到来 08 埼玉総体』愛 称

ス ロ ー ガ ン

シ ン ボ ル マ ー ク



❸

中小企業地域資源活用プログラム中小企業地域資源活用プログラム
法 律 の 概 要
　地域の「強み」である地域の農林水産物、産地の技術、観光資源等の地域資源を活用して新商品・新サー
ビスの開発等を行う中小企業を支援し、地域経済の活性化を図ることを目的としています。

地 域 資 源 と
　農林水産物、鉱工業品とその生産に係る技術、
観光資源と規定されています。都道府県が基本構
想を定め、具体的な「地域資源の名称」と、当該
地域資源を活用した中小企業者による商品の生産
や役務の提供を行うことが想定される「地域」を
定めることになっています。
　秩父市では右のとおり認定されました。

は 農林水産物（７件） 鉱工業品とその技術（10件）

ちちぶ太白サツマイモ、ち
ちぶ山ルビー、中津川いも、
しゃくし菜、秩父しいたけ、
柿、いろどり繭

秩父カエデ糖、秩父ほぐし捺染、
秩父銘仙、手打ちそば、みそポ
テト、ホルモン焼き、肉の味噌
漬け、秩父の水、こんにゃく、
あんぽ柿

観光資源（17件）
和銅採掘遺跡、秩父夜祭、川瀬祭、中津峡、旧柿原商店店舗お
よび主屋、二瀬ダム、浦山ダム、合角ダム、滝沢ダム、旧秩父
橋、三十槌の氷柱、栃本関跡、龍勢祭、羊山公園の芝桜、秩父
札所、秩父ミューズパーク、江戸巡礼古道

手 続 き の 流
　地域資源を活用した新商品開発等に対して、補助金等の支援策が用意されています。
　支援策を受けるには地域資源を活用した事業計画を策定し、国の認定を受ける必要があります。

れ

支 援 内 容
○補助金（地域資源売れる商品作り支援事業：補助率２／３）
○融資（政府系金融機関による低利融資、高度化融資制度）
○信用保証の特例　○税制の優遇（設備投資減税等）

事 業 認 定 事
『和銅採掘遺跡および和同開珎に関する地域資源を活用した「ご利益ツアー」および関連商品の開発』
・歴史資産「和同開珎」誕生ストーリー等のソフト資源と和銅採掘遺跡や銭神様を祭った神社等ハード資源
の融合による地域資源の活性化
・和銅奉献1300年祭・財布供養・宝くじ祈願・ビジネス開運などのイベント事業を実施。和同開珎コイン地
域通貨プログラムの開発による認知度の向上計画等
・組合、行政、ＮＰＯ等との連携

例

問い合わせ　埼玉県産業労働部工業支援課　☎０４８－８３０－３７６４
　　　　市役所商業振興課　☎２５－５２０８（直通）

中小企業地域資源活用促進法に基づく手続きの流れ
ハンズオン支援（専門家によるアドバイス）

地域資源を
活用して新商品
開発等を行う
中小企業

事業計画作成 試作品開発／
展示会出展等

設備投資／
生産・販売

県
を
経
由
し
申
請

経
済
産
業
局
が
認
定

需
要
の
開
拓

都道府県が地域資源を指定
（基本構想）

経済産業局等が認定
補助金 設備投資

減税 低利融資

（中小企業地域資源活用促進法）
ご利用ください！

市報ちちぶは、区・町会の皆さんのご協力で配られています。
なお、市役所総合窓口、各総合支所、各公民館、吉田生涯学習センター、文化体育センターでも配布しています。
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市
で
は
、
小
中
学
生
を
対
象
に
、
優

れ
た
調
査
・
研
究
・
実
践
等
に
対
し
、
小

学
生
に
は
「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
学
士
」、
中

学
生
に
は
「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
博
士
」
の

称
号
を
授
与
し
、
そ
の
努
力
を
た
た
え

る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、

小
学
生
５
人
、
中
学
生
12
人
が
称
号
を
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
８
日
に
、
今
年
度
１
回
目
の
授

与
式
が
行
わ
れ
、
新
た
に
６
人
の
子
ど

も
ち
ち
ぶ
学
士
・
博
士
が
誕
生
し
ま
し
た
。

秩
父
第
一
小
学
校
４
年　

引
間
彩
乃
さ
ん

「
ゴ
ミ
に
つ
い
て
の
研
究
」

　

引
間
さ
ん
は
、
２
〜
４
年
生
の
３
年

間
に
わ
た
っ
て
ゴ
ミ
の
研
究
を
行
い
、

秩
父
地
区
社
会
科
展
に
お
い
て
特
選
・

環
境
賞
等
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、

秩
父
市
の
環
境
問
題
に
も
目
を
向
け
、

エ
コ
ク
ラ
ブ
で
も
積
極
的
に
活
動
し
た

成
果
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

影
森
中
学
校
１
年　
　

三
友　

光
さ
ん

「
ム
サ
シ
ト
ミ
ヨ
の
研
究
」

　

三
友
さ
ん
は
、
小
学
校
の
時
か
ら
身

近
な
生
物
に
興
味
を
も
ち
、
飼
育
す
る
と

と
も
に
、
環
境
問
題
に
も
関
心
を
も
ち
、

数
が
少
な
く
な
っ
た
魚
を
調
べ
る
中
で
、

ム
サ
シ
ト
ミ
ヨ
に
つ
い
て
研
究
を
進
め

た
成
果
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

影
森
中
学
校
２
年　
　

花
輪　

巡
さ
ん

「
植
物
染
め
に
よ
る
製
作
」

　

花
輪
さ
ん
は
、
１
年
生
の
時
か
ら
染

め
物
に
関
心
を
も
ち
、
植
物
染
め
の
基

本
的
な
技
法
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
秩
父

の
夏
の
植
物
を
使
っ
た
植
物
染
め
の
工

夫
と
研
究
を
重
ね
、
今
回
そ
の
努
力
が

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

影
森
中
学
校
２
年　
　

浅
見　

惟
さ
ん

「
秩
父
は　

昔　

海
だ
っ
た
か
？
」

　

浅
見
さ
ん
は
、
秩
父
の
自
然
の
成
り

立
ち
に
興
味
・
関
心
を
も
ち
、
秩
父
の

山
や
川
に
つ
い
て
、
自
分
な
り
の
検
証

方
法
を
考
え
、
観
察
や
調
査
を
通
し
て

研
究
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
高
く
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

影
森
中
学
校
３
年　
　

栗
原　

眸
さ
ん

「
私
と
新
体
操
の
11
年
間
の
軌
跡
」

　

栗
原
さ
ん
は
、
４
歳
の
時
か
ら
11
年

間
に
わ
た
っ
て
新
体
操
に
取
り
組
み
、

埼
玉
県
、
関
東
地
方
、
全
国
に
お
け
る

数
々
の
大
会
に
出
場
し
、
素
晴
ら
し
い

実
績
を
残
す
と
と
も
に
、
新
体
操
の
種

目
や
ル
ー
ル
に
つ
い
て
も
研
究
し
た
こ

と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

秩
父
第
一
中
学
校
３
年　

葦
原
史
崇
さ
ん

「
鉄
を
作
っ
て
、
道
具
を
作
ろ
う
」

　

葦
原
さ
ん
は
、
製
鉄
技
術
に
興
味
・

関
心
を
も
ち
、
２
年
間
に
わ
た
り
、
砂

鉄
を
使
っ
た
製
鉄
実
験
に
挑
戦
し
、
日

本
古
来
の
た
た
ら
製
鉄
や
秩
父
の
鍛
冶

屋
の
伝
統
や
文
化
に
学
ん
だ
高
度
な
研

究
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
引
き
続
き
「
子
ど

も
ち
ち
ぶ
学
士
」、「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
博

士
」
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
要
項
等
詳

し
く
は
、
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

教
育
研
究
所

　

☎
22

－

２
４
４
６
（
直
通
）「子どもちちぶ学士・博士」の称号を

授与された皆さん

「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
学
士
」

「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
学
士
」

「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
博
士
」

「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
博
士
」

が
授
与
さ
れ
ま
し
た

が
授
与
さ
れ
ま
し
た

「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
学
士
」

「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
学
士
」

「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
博
士
」

「
子
ど
も
ち
ち
ぶ
博
士
」

が
授
与
さ
れ
ま
し
た

が
授
与
さ
れ
ま
し
た

今
回
授
与
さ
れ
た

今
回
授
与
さ
れ
た

子
ど
も
ち
ち
ぶ
学
士
・

子
ど
も
ち
ち
ぶ
学
士
・

博
士
の
紹
介

博
士
の
紹
介

　

「ねんきん特別便」を受けとられたら、あなたの年金記録の確認をお願
いします
　「ねんきん特別便」では、社会保険庁が把握している加入記録をお知
らせしています。ご自身の記録にもれがないか十分にご確認いただき、
訂正がない場合には同封の「確認はがき」を、訂正がある場合には「年
金加入記録照会票」を、必ず提出していただきますようお願いします。
問い合わせは、
『ねんきん特別便専用ダイヤル』０５７０－０５８－５５５へ。
（ＩＰ電話・ＰＨＳからは、０３－６７００－１１４４）
住所・名字が変わった方は、すみやかにご連絡を！
　住所変更の届出がお済みでない方は、大切な「ねんきん特別便」をお
届けできません。
　お手数ですが、下記での住所変更・訂正手続きをお願いします。
•国民年金第１号被保険者
　→お住まいの市区町村役場窓口
•厚生年金加入者および国民年金第３号被保険者
　→厚生年金加入者のお勤め先の社会保険担当者の方
•年金受給者
　→お近くの社会保険事務所
　結婚等で名字が変わったことがある方は、お手持ちの古い年金手帳を
ご確認いただき、氏名変更の届けがなされていない場合は、変更の届出
をお急ぎくださいますようお願いします。
問い合わせ　秩父社会保険事務所　☎２２－４４２５



❺

皆さんこんにちは。今回は市立病院の小児
科についてお話します。
昨年12月まで２人いた小児科医師が、出産
などで退職しました。１月から、市立病院の
小児科は、火・木曜日の午前中のみパート医
師が診察を行い、入院の受け入れもできない
状況になってしまいました。市民の皆さんに
はご迷惑をおかけすることになり、心苦しい
限りです。今後のことを心配する声もたくさ
ん聞こえてきています。
なんとか小児科医師を確保しなければなら
ないと、大学病院や関係機関に何度も足を運
び、医師の派遣をお願いしてまいりました。
しかし、医師、特に小児科と産科の医師不足
は全国的に深刻な問題で、大学病院でさえ診
療に支障をきたしているという実情があり、
なかなか医師の派遣には応じてもらえません。
再三にわたる交渉の結果、医師の派遣にこぎ
つけ、２月からは平日の外来診療の受け入れ
が可能となりました。また、４月からは常勤
の医師１人を確保できる見通しも立ちました。
１人だけですから、直ちに昨年同様の診療体
制に戻すところまでには至らず、入院が必要
となる患者さんについては、大学病院等に紹
介することになってしまいます。ですが、と
りあえずは、市立病院で小児科の診療を継続
できますので、ひとまずご安心ください。
引き続き、大学病院、埼玉県等の関係機関や、
他地域で医師になっている秩父出身の方などに
も積極的に働きかけ、医師確保に努めてまいり
ます。また、医師確保の切り札として秩父市独
自に創設した「医学生等奨学金貸付制度」もい
よいよ運用を開始します。即効性のある制度で
はありませんが、早速、熱意溢れる若者から複
数の申込みがあり、着実に明るい兆しも芽生え
ています。必ずや「将来の秩父地域の医療を自
らの手で支えよう」という志の高い医師が育っ
てくれるものと期待しています。
今後も、秩父郡市医師会を始め関係機関の
方々にご理解とご協力をいただきながら、市民
の皆さんの安心・安全な暮らしを守るため、地
域医療体制の充実に最大限の努力をしてまいり
ますので、よろしくお願いします。

秩父市長

　

萩
原
重
範
氏
（
滝
の
上
町
）
は
、
昨

年
11
月
28
日
、
文
部
科
学
大
臣
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

萩
原
氏
は
、
県
立
高
校
長
や
埼
玉
県

高
校
長
会
副
会
長
、
全
国
校
長
会
理
事

な
ど
を
務
め
、
情
熱
と
信
念
を
も
っ
て

生
徒
の
育
成
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

萩原　重範 氏
（滝の上町）

文
部
科
学
大
臣
表
彰

文
部
科
学
大
臣
表
彰

表　

彰

表　

彰

　

平
成
13
年
に
は
秩
父
高
校
長
に
就
任
、

平
成
18
年
か
ら
は
熊
谷
女
子
高
校
長
に

就
任
さ
れ
、
大
学
と
の
連
携
授
業
や
、

高
校
生
の
理
科
離
れ
に
対
応
す
る
「
サ

イ
エ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
事
業
」
な
ど
を

実
施
し
、
学
校
教
育
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

前

進
一
氏
（
番
場
町
）
は
、
昨
年

10
月
25
日
と
11
月
28
日
、
２
度
に
わ
た
り

文
部
科
学
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

前

氏
は
、
公
立
学
校
長
（
現
秩
父

第
一
中
学
校
長
）
や
教
育
行
政
職
を
歴

任
し
、
高
遠
な
理
想
を
掲
げ
健
全
な
子

前 　進一 氏
（番場町）

ど
も
た
ち
の
育
成
に
献
身
的
な
努
力
を

す
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
見
識
と
指
導

力
を
生
か
し
埼
玉
県
中
学
校
長
会
長
お

よ
び
全
日
本
中
学
校
長
会
理
事
を
務
め

る
な
ど
、
幅
広
い
活
動
を
通
じ
て
教
育

の
振
興
・
充
実
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

県
知
事
表
彰

県
知
事
表
彰

　

１
月
18
日
、
さ
い
た
ま
市
民
会
館
う

ら
わ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
平
成
19
年

度
埼
玉
県
統
計
功
労
者
表
彰
式
に
お
い

て
、
浅
賀
喜
美
子
氏
（
永
田
町
）、
新

井
和
子
氏
（
上
宮
地
町
）、
森
田
倍
子

氏
（
久
那
）
が
県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

浅
賀
氏
は
、
昭
和
63
年
以
来
34
回
に

わ
た
り
工
業
統
計
調
査
や
商
業
統
計
調

査
な
ど
の
各
種
統
計
調
査
に
従
事
さ
れ

た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
様
に
新
井
氏
は
、
昭
和
63
年
以
来

35
回
、
森
田
氏
は
、
昭
和
56
年
以
来
40

回
に
わ
た
り
各
種
統
計
調
査
に
従
事
さ

れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

浅賀喜美子 氏
（永田町）

森田　倍子 氏
（久　那）
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市
･
県
民
税
の
申
告
時
期
と
な
り
ま

し
た
が
、
申
告
の
ご
用
意
は
お
済
み
で

す
か
。

　

申
告
書
の
提
出
は
、
２
月
15
日
㈮
か

ら
３
月
17
日
㈪
ま
で
の
間
で
、
地
区
別

に
申
告
日
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
次

ペ
ー
ジ
の
日
程
表
の
と
お
り
で
す
。）

　

た
だ
し
、
荒
川
総
合
支
所
管
内
の
方

は
、
指
定
日
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

都
合
の
よ
い
日
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

  

締
切
日
近
く
に
な
り
ま
す
と
大
変
混

雑
し
ま
す
の
で
、
指
定
日
以
外
に
申
告

さ
れ
る
方
は
、
早
め
に
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
今
年
も
ご
案
内
の
は
が
き
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
が
、
事
前
に
申
告

書
が
必
要
な
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
後
日
申
告
書
を
お
送
り
し
ま
す
。）

１
．
所
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
平

成
20
年
１
月
１
日
現
在
、
秩
父
市
に

住
所
の
あ
る
人

２
．
市
外
に
居
住
す
る
人
で
、
市
内
に

事
業
所
、
事
務
所
ま
た
は
家
屋
敷
を

有
す
る
人

１
．
給
与
所
得
者
で
、給
与
支
払
者（
勤

務
先
）
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
の
提

出
が
さ
れ
て
い
る
人
（
給
与
所
得
以

外
に
所
得
の
あ
る
人
は
、
申
告
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。）

２
．
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を

す
る
人

　

平
成
19
年
中
（
平
成
19
年
１
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
）
の
所
得
で
す
。

１
．
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

２
．
案
内
は
が
き

３
．
所
得
計
算
に
必
要
な
資
料

○
売
上
、
仕
入
等
の
帳
簿
・
決
算
書
・

領
収
書
等

○
給
与
収
入
・
年
金
収
入
の
あ
る
人
は
、

源
泉
徴
収
票

○
不
動
産
所
得
の
あ
る
人
は
、
平
成
19

年
度
固
定
資
産
税
課
税
明
細
書
の
写

し
（
該
当
箇
所
）

４
．
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
支

払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
な
ど

※
高
額
療
養
費
な
ど
、
医
療
費
を
補
て

ん
す
る
保
険
金
等
を
受
け
た
場
合
は
、

そ
の
金
額
が
分
か
る
も
の
も
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

５
．
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
人
は
、

そ
の
領
収
書
（
国
民
年
金
、
国
民
健

康
保
険
税
、
介
護
保
険
等
）

※
介
護
保
険
料
は
、
納
付
方
法
に
よ
り

控
除
対
象
者
が
左
表
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

※
口
座
振
替
で
国
民
健
康
保
険
税
を
納

付
さ
れ
て
い
る
方
は
、
１
月
下
旬
に

郵
送
し
た
振
替
納
付
済
通
知
書
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

６
．生
命
保
険
料
・
個
人
年
金
保
険
料
・

地
震
保
険
料
控
除
を
受
け
る
人
は
、

領
収
書
ま
た
は
支
払
証
明
書
な
ど

※
平
成
18
年
末
ま
で
に
締
結
し
た
長
期

損
害
保
険
料
（
保
険
期
間
が
10
年
以

上
で
満
期
返
戻
金
の
あ
る
も
の
）
に

つ
い
て
は
、
従
前
の
損
害
保
険
料
控

除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
短
期
損
害
保
険
料
控
除
は
、
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。

※
４
・
５
・
６
に
つ
い
て
は
、
19
年
中
に

支
払
っ
た
も
の
で
す
。

７
．
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
る
人
は
、

配
偶
者
の
所
得
が
確
認
で
き
る
も
の

（
源
泉
徴
収
票
等
）

８
．
障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は
、
障

害
者
手
帳
ま
た
は
福
祉
事
務
所
長
の

証
明
書

９
．
市
報
12
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
、

市
･
県
民
税
か
ら
の
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
を
受
け
る
人
は
、
住
宅
借
入
金
の

年
末
残
高
合
計
額
、
居
住
年
月
日
等

が
わ
か
る
書
類

　

平
日
に
都
合
が
つ
か
な
い
方
の
た
め

に
、
日
程
表
に
指
定
さ
れ
て
い
る
日
曜

日
に
も
市
･
県
民
税
の
申
告
を
受
け
付

け
ま
す
。

※
大
滝
総
合
支
所
で
は
、
日
曜
日
の
申

告
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

課
税
課
市
民
税
担
当　

　

☎
22

－

２
２
１
１

　
　
　
　

内
線
１
２
７
１
・
１
２
７
２

各
総
合
支
所
税
務
担
当

　

吉
田
☎
77

－

１
１
１
１

　

大
滝
☎
55

－

０
１
０
１

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
５

申
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

次
に
該
当
す
る
方
は
、

　

申
告
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん

申
告
し
て
い
た
だ
く
所
得

申
告
の
際
、

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

納付方法 控除対象者

65歳以上の方
（第1号被保険者）

個別納付の方 負担者

年金から天引
きの方 本人のみ

40歳～64歳まで
の方
（第2号被保険者）

国民健康保険
税に上乗せの
方

負担者

介護保険料控除対象者
（納付方法による）

日
曜
日
の

申
告
受
付
に
つ
い
て

市市
･･
県
民
税
の
申
告

県
民
税
の
申
告

　

２
月
15
日
㈮
〜
３
月
17
日
㈪

　
　
　
　
　

地
区
別
に
各
会
場
で
行
い
ま
す
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みんなで追放  危険な習慣・飲酒運転　飲酒運転追放の輪をみんなの手で…

【秩父市役所】

月　日 申告受付会場 申告受付対象地区 受付時間

３月９日㈰

歴史文化伝承館
５階第１会議室 秩父市役所管内の方

午前９時
～午後４時

吉田総合支所 吉田総合支所管内の方
荒川総合支所 荒川総合支所管内の方

３月16日㈰
歴史文化伝承館
５階第１会議室 秩父市役所管内の方

荒川総合支所 荒川総合支所管内の方

【吉田総合支所】

【大滝総合支所】

月　日 申告受付会場 申告受付対象地区 受付時間
２月18日㈪

～

３月17日㈪
荒川総合支所 荒川総合支所管内全域 午前９時

～午後４時

【荒川総合支所】

日曜日の申告受付（平日に都合がつかない方の申告を受け付けます）

※各会場とも、上記以外の休日（土・日曜）
は申告受付を行いません。

月　　日 申告受付会場 申告受付対象地区 受付時間

２月15日㈮ 浦山公民館 浦山 午前９時
～午後１時

２月18日㈪ 久那公民館 久那

午前９時
～午後４時

２月19日㈫ 影森公民館 宮本・巴・大沼・八幡
２月20日㈬ 旭・栄
２月21日㈭

高篠公民館
上山田・下山田

２月22日㈮ 中山田・栃谷本・栃谷・
定峰

２月25日㈪ 尾田蒔公民館 中寺尾・下寺尾
２月26日㈫ 上寺尾・蒔田・田村
２月27日㈬

原谷公民館
諏訪

２月28日㈭ 宮崎・大野原
２月29日㈮ 上黒谷・下黒谷
３月３日㈪ 大田公民館 太田・伊古田
３月４日㈫ 品沢・堀切・小柱

３月５日㈬

歴史文化伝承館
５階第１会議室

日野田町・野坂町・
滝の上町

３月６日㈭ 上町

３月７日㈮ 中町・本町・宮側町・
番場町・上野町・東町

３月９日㈰ 該当日に都合のつか
ない方

３月10日㈪ 道生町・中村町・阿保町

３月11日㈫ 近戸町・桜木町・金室町・
永田町・柳田町

３月12日㈬ 熊木町・大畑町・上宮地町

３月13日㈭ 中宮地町・下宮地町・
相生町・別所

３月14日㈮
該当日に都合のつか
ない方３月16日㈰

３月17日㈪

月　　日 申告受付会場 申告受付対象地区 受付時間

２月18日㈪

吉田高齢者生産活動センター

上吉田（明ヶ平・小川・
女形）

午前９時
～午後４時

２月19日㈫ 上吉田（大波見・小川戸・
塚越）

２月20日㈬ 上吉田（中島・千鹿谷・
久形・女部田）

２月21日㈭ 上吉田（石間戸・大棚部・
宮戸）

２月22日㈮ 吉田小学校太田部分校 吉田太田部 午前10時～正午
２月25日㈪ 吉田石間交流学習館 吉田石間

午前９時
～午後４時

２月26日㈫

吉田総合支所

吉田阿熊
２月27日㈬ 吉田久長（久長上）
２月28日㈭ 吉田久長（久長元・藤頼）
２月29日㈮ 下吉田（取方・桜井）

３月３日㈪ 下吉田（本町・上町・
仲町・新志）

３月４日㈫ 下吉田（藤沢・関小暮）
３月５日㈬ 下吉田（新田原）

３月６日㈭ 下吉田（上野釜の上
赤柴・橋倉）

３月７日㈮ 下吉田（布里田中・矢畑）

３月９日㈰ 該当日に都合のつか
ない方

３月10日㈪ 下吉田（井上）
３月11日㈫ 下吉田（椋本）
３月12日㈬ 下吉田（椋本）
３月13日㈭

該当日に都合のつか
ない方３月14日㈮

３月17日㈪

月　　日 申告受付会場 申告受付対象地区 受付時間

２月18日㈪
強石健康元気プラザ 強石 午前９時30分

～11時30分

大血川健康元気プラザ 大血川 午後１時30分
～３時30分

２月19日㈫
巣場区集会所 巣場 午前９時30分

～11時30分

大達原区集会所 大達原 午後１時30分
～３時30分

２月20日㈬
大輪コミュニティーセンター 大輪 午前９時30分

～11時30分

神岡区集会所 神岡 午後１時30分
～３時30分

２月21日㈭
大久保区集会所 大久保・二瀬 午前９時30分

～11時30分

上中尾区集会所 上中尾 午後１時30分
～３時30分

２月22日㈮
落合区公会堂 落合 午前９時30分

～11時30分

三峰コミュニティーセンター 三峰 午後１時30分
～３時30分

２月25日㈪
三十槌区集会所 三十槌 午前９時30分

～11時30分

小双里健康元気プラザ 小双里 午後１時30分
～３時30分

２月26日㈫
麻生区集会所 麻生 午前９時30分

～11時30分

寺井区集会所 寺井 午後１時30分
～３時30分

２月27日㈬ 中双里区集会所 中双里 午前９時30分
～11時30分

２月28日㈭ 大滝総合支所 該当日に都合のつか
ない方

午前９時
～午後４時

２月29日㈮
川又公会堂 川又 午前９時30分

～11時30分

栃本会館 栃本 午後１時30分
～３時30分

３月３日㈪
鶉平コミュニティーセンター 鶉平 午前９時30分

～11時30分

中津川区集会所 中津川・小倉沢 午後１時30分
～３時30分

３月４日㈫

～

３月17日㈪
大滝総合支所 該当日に都合のつか

ない方　　　　　　
午前９時
～午後４時
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❽

　国民健康保険に加入している世帯主（納税義務者）は、国民健康保険税の所得割の算定、軽減の判定など
のため、毎年４月15日までに、収入の有無にかかわらず（住民税扶養控除対象者の方であっても）本人およ
び世帯に属する被保険者の前年中の所得を申告する必要があります。
　また、所得税や市県民税（住民税）の申告が必要ないと言われた方であっても、国民健康保険税の申告が
必要になります。申告をされない場合には、国民健康保険税の税額の決定、高額療養費の自己負担限度額判
定などのうえで不利益が生じる場合があります。該当する方は、市県民税申告期間に市県民税の申告をして
いただくことをお勧めします。
【市県民税申告期間　２月15日㈮～３月17日㈪】
　ただし、次に該当する方は、改めて申告の必要はありません。
①市県民税の申告をする方
②所得税の確定申告をする方
③事業所などから給与支払報告書や公的年金などの支払報告書が提出されている方で、給与や年金以外に所
得のない方
④16歳未満の住民税扶養控除対象者の方
国民健康保険税の軽減の適用
　世帯主およびその世帯に属する被保険者の中に一人でも未申告の方がいると、軽減対象世帯であっても国
民健康保険税の軽減の適用を受けることはできません。軽減の適用は次の基準により判定します。
６割軽減世帯…均等割と平等割が６割軽減されます。
　世帯主と世帯に属する被保険者の合計所得が33万円以下の世帯
４割軽減世帯…均等割と平等割が４割軽減されます。
　世帯主と世帯に属する被保険者の合計所得が33万円を超え、33万円に24万５千円×世帯主以外の被保険者
数を加えた金額以下の世帯
問い合わせ　課税課諸税担当　☎２２－２２１１　内線１２７６・１２７７

国民健康保険税の申告について
国民健康保険の加入者の皆さんへ

　

所
得
税
お
よ
び
市
県
民
税
の
申
告
な

ど
で
、
秩
父
市
国
民
健
康
保
険
税
の
納

付
額
を
確
認
す
る
場
合
は
、
市
役
所
２

階
収
納
課
窓
口
お
よ
び
各
総
合
支
所
総

務
課
窓
口
に
て
、
無
料
で
納
付
額
確
認

書
を
発
行
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
申
請
の
際
に
は
、
本
人
確

認
で
き
る
も
の
（
免
許
証
等
）
お
よ
び

印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

電
話
で
の
納
付
額
の
確
認
は
、
個
人

情
報
保
護
の
た
め
差
し
控
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
を
口
座
振

替
で
納
め
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
口

座
振
替
分
の
納
付
額
確
認
書
を
郵
送
で

お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

収
納
課

　

☎
22

－

２
２
１
０
（
直
通
）

国
民
健
康
保
険
税

国
民
健
康
保
険
税

納
付
額
の
電
話
確
認
は

納
付
額
の
電
話
確
認
は

差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す



❾

　

平
成
19
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

の
相
談
お
よ
び
申
告
書
の
受
付
は
、
２

月
18
日
㈪
か
ら
３
月
17
日
㈪
ま
で
、
個

人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

税
の
確
定
申
告
は
、
３
月
31
日
㈪
が
申

告
・
納
付
の
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

閉
庁
日
（
土
・
日
・
祝
日
等
）
は
税
務

署
で
の
相
談
・
受
付
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
申
告
書
は
郵
便
や
信
書
便
に
よ

る
送
付
ま
た
は
税
務
署
の
時
間
外
収
受

箱
へ
の
投
函
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

な
お
、
期
限
間
近
に
な
る
と
、
税
務

署
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い

た
だ
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

申
告
書
は
ご
自
分
で
書
い
て
、
で
き
る

だ
け
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
画
面

の
案
内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す
る

こ
と
に
よ
り
、
申
告
書
を
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
、
印
刷
す
れ
ば
そ
の
ま
ま
税

務
署
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
用
の
申
告
デ
ー
タ

を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
作
成
し
た

デ
ー
タ
を
簡
単
な
操
作
に
よ
り
自
宅
か

ら
電
子
申
告
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

・
所
得
税
の
納
期
限　

３
月
17
日
㈪

・
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方

消
費
税
の
納
期
限　

３
月
31
日
㈪

　

忘
れ
ず
に
、
お
近
く
の
金
融
機
関
ま

た
は
税
務
署
窓
口
で
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

所
得
税
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ

び
地
方
消
費
税
の
納
税
に
は
、「
振
替

納
税
」
が
便
利
で
す

　

振
替
納
税
は
、「
預
貯
金
口
座
振
替

依
頼
書
兼
納
付
書
送
付
依
頼
書
」
を
提

出
い
た
だ
く
だ
け
で
、
指
定
の
預
貯
金

口
座
か
ら
振
替
納
付
日
に
自
動
的
に
納

税
が
行
な
え
、
金
融
機
関
等
に
出
向
く

必
要
も
な
く
、
う
っ
か
り
納
期
限
を
忘

れ
る
こ
と
も
な
い
、
大
変
便
利
で
確
実

な
納
付
方
法
で
す
。

振
替
納
税
利
用
の
方
の
振
替
納
付
日

・
所
得
税　

４
月
22
日
㈫

・
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方

消
費
税　

４
月
24
日
㈭

※
振
替
納
付
日
に
指
定
口
座
の
残
高
が

不
足
し
て
い
る
と
、
振
替
納
付
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
預
貯
金
口
座
は
ご
本
人
名
義
の
も
の

に
限
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

秩
父
税
務
署

　

☎
22

－

４
４
３
３

申
告
書
を
作
成
す
る
と
き
は

納
付
期
限
と
振
替
納
税
の

　
　
　
　

利
用
に
つ
い
て

所
得
税
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の

所
得
税
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の

申
告
は
自
分
で
書
い
て
お
早
め
に

申
告
は
自
分
で
書
い
て
お
早
め
に
!!!!

所
得
税
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の

所
得
税
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の

申
告
は
自
分
で
書
い
て
お
早
め
に

申
告
は
自
分
で
書
い
て
お
早
め
に
!!!!

所
得
税
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の

申
告
は
自
分
で
書
い
て
お
早
め
に
!!

秩
父
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

　軽自動車税は、毎年４月 1日現在に軽自動車
等を所有している方に課税されます。
　廃棄、譲渡、転出をした場合には、３月末まで
に廃車や名義変更等の手続きをしないと、その年
度の軽自動車税が旧所有者等に課税されます。
　また、所有者が死亡したときは、必ず名義変更
等をするようお願いします。手続きがないと登録
を抹消する場合があります。

※盗難・紛失の場合は、必ず警察へ届け出てから
廃車手続きをしてください。

廃車の手続きを
する場合

・車が使用不能になったとき
・車がすでにないとき　
・転出するとき
・盗難にあったとき　など

名義変更の手続
きをする場合

・知人等に譲ったとき
・車を秩父市に残して転出したとき
・名義人死亡のとき　など

住所（定置場）
変更の手続きを
する場合

・車をもって市外に転出したとき
・住所を変更したとき　など

＊車種により、取扱窓口が異なるので下記を参照
してください。

車　　　種 取　扱　窓　口

〇原付自転車
　（125cc 以下）
〇ミニカー
〇小型特殊自動車

市役所課税課諸税担当
　☎22－2211
　　内線1276・1277
各総合支所総務課税務担当

二輪のバイク
（125㏄を超えるもの）

関東運輸局埼玉陸運支局
熊谷自動車検査登録事務所
　☎050－5540－2027
　　（テレホンサービス）

軽自動車（四輪）
軽自動車検査協会
埼玉事務所熊谷支所
　☎048－574－1662

問い合わせ　課税課諸税担当
　☎２２－２２１１　内線１２７６・１２７７

軽自動車　原付自転車を軽自動車　原付自転車を
　　　　　　　　　廃棄・譲渡した方　　　　　　　　　廃棄・譲渡した方
または３月末までにまたは３月末までに

廃棄・譲渡予定の方廃棄・譲渡予定の方
３月末までに手続きを！３月末までに手続きを！
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対象となる方

　平成20年３月31日現在において、次のいずれにも該当する７歳に満たない第３子以上の児
童を養育する方です。
１　本市に引き続き１年以上住所を有する方
２　18歳に満たない３人以上の児童を養育している方　
３　市税を完納している方

支 援 金 の 額

　第３子以上の児童１人につき、次の金額が支給されます。
　●０歳および満１歳（H18．４．２～H20．４．１生まれ）　　　　　　年額10,000円
　●満２歳および満３歳（H16．４．２～H18．４．１生まれ）　　　　　年額15,000円
　●満４歳・満５歳および満６歳（H13．４．２～H16．４．１生まれ）　年額80,000円
※ただし、年齢は平成20年３月31日現在における満年齢で、４月１日生まれの児童について
は３月31日に生まれたものとします。

申請受付期間

　３月３日㈪から31日㈪までの午前８時30分から午後５時15分（土・日・祝日は除く）
※支給対象児童が平成20年３月１日から４月１日生まれの場合は、４月14日㈪まで申請する
ことができます。ただし、市長が特に必要と認めたときは、この限りではありません。

※本庁のみ、第２･４木曜日は夜間窓口として午後７時15分まで、最終日曜日は休日窓口とし
て午前８時30分から午後５時15分まで開庁しています。　　

申 請 方 法

①昨年度支給を受けた方は、現況届を提出してください。
　該当者には、届出用紙を２月末までに郵送します。
　届かない場合は、こども課までご連絡ください。
　※申請に必要なもの
　○現況届用紙
　○印鑑
　○平成19年４月２日以降に児童の出生があった方で、本市に本籍を有しない方については
戸籍謄本１通　

②初めて支給を受けようとする方は、申請書（こども課または各総合支所市民福祉課にあり
ます）を提出してください。

　※申請に必要なもの
　○印鑑
　○通帳（申請者本人のもので、ゆうちょ銀行は除く）
　○本市に本籍を有しない方については戸籍謄本１通
③昨年度支援金の該当にならなかった方は、新規と同じ申請をしてください。
◎市税の納め忘れがないかご確認のうえお越しください。

申請受付場所
問 い 合 わ せ

　こども課　☎２２－２２１１　内線１１８３
　各総合支所市民福祉課　　吉田☎７２－６０８２（直通）
　　　　　　　　　　　　　大滝☎５５－０８６５（直通）
　　　　　　　　　　　　　荒川☎５４－２３９５（直通）

のびのび子育て支援金の受付が始まります▲ ▲ ▲

３月３日㈪～31日㈪ ▲ ▲ ▲

該当する方は、下記により申請してください

　

安
心
・
安
全

な
学
校
づ
く
り

を
目
指
し
、
改

築
工
事
が
進
ん

で
い
た
、
吉
田

中
学
校
の
新
校

舎
お
よ
び
新
体

育
館
が
完
成
し

ま
し
た
。

　

新
校
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階

建
て
、
延
べ
床
面
積
約
４
，
０
０
０
㎡
、

新
体
育
館
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
一
部

鉄
骨
造
２
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
約
１
，

４
０
０
㎡
で
、
事
業
費
は
約
11
億
円
で
す
。

　

緑
に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
環
境
の
中

で
、
歴
史
と
伝
統
あ
る
吉
田
地
域
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
、
生
徒
の
み
な
ら
ず
地
域
の

皆
さ
ん
の
交
流
を
促
進
で
き
る
施
設
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
１
月
８
日
に
、
新
校
舎
の
改
築

を
記
念
し
て
、
吉
田
地
区
や
吉
田
中
学
校

の
関
係
者
約
１
０
０
人
と
吉
田
中
学
校
生

徒
約
１
６
０
人
が
出
席
し
、
竣
工
記
念
式

典
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
か
ら
、
新
校
舎
お
よ
び
新
体
育

館
で
の
授
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課

　

☎
25

－

５
２
２
７
（
直
通
）

吉
田
中
学
校

吉
田
中
学
校

　

新
校
舎
が

　

新
校
舎
が

　
　

完
成
し
ま
し
た

　
　

完
成
し
ま
し
た
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市
で
は
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
犯
活
動

と
し
て
、
町
会
（
自
主
防
災
・
防
犯
組

織
）、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
関
係
団
体
の
皆
さ
ん

に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
地
域
の
見

守
り
活
動
の
ほ
か
、「
安
心
・
安
全
の

ま
ち
づ
く
り　

地
域
安
全
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
て
い
た
だ
い
た
事
業
者

の
皆
さ
ん
に
も
防
犯
活
動
に
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
安
全
に
関
す
る
協
定
」
は
、

締
結
し
た
事
業
者
の
皆
さ
ん
が
、
業
務

「
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
」　

「
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
」　

　

に
ご
協
力
い
た
だ
け
る　
　
　

　

に
ご
協
力
い
た
だ
け
る　
　
　

事
業
者
の
皆
さ
ん
を　
　

事
業
者
の
皆
さ
ん
を　
　

募
集
し
て
い
ま
す

募
集
し
て
い
ま
す

内
に
市
内
を
巡
回
す
る
際
に
合
わ
せ
て

行
う
安
心
・
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
や
、
事

業
所
内
に
お
け
る
防
犯
に
関
す
る
啓
発

な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
ぐ
る

み
で
防
犯
活
動
に
貢
献
す
る
も
の
で
す
。

　

協
定
を
締
結
し
て
い
た
だ
い
た
事
業

者
の
皆
さ
ん
に
は
、市
で
作
成
し
た「
安

心
・
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」
の
車
両
用
マ

グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を
貼
り
、
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
も
市
内
で
見
か
け
る
こ
と
も
多

い
と
思
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ

れ
か
ら
も
「
地
域

安
全
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
て

い
た
だ
け
る
事
業

者
の
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
い
た
だ

け
る
事
業
者
の
方

は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
12
月
19
日
、
新
た
に
昭
和
工
業

株
式
会
社
、
秩
父
ガ
ス
株
式
会
社
の
２

事
業
者
の
方
に
「
地
域
安
全
に
関
す
る

協
定
」
へ
の
協
力
を
い
た
だ
け
る
こ
と

に
な
り
、
秩
父
市
、
秩
父
警
察
署
・
小

鹿
野
警
察
署
と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る

事
業
者
（
団
体
）
は
、
43
団
体
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課

　

☎
22

－

２
２
０
６
（
直
通
）

 

マグネットシート新
た
に
地
域
安
全
に

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た

　
　

事
業
者
の
皆
さ
ん
で
す

　新たに協定を締結した
事業者の皆さん　

№ 団　体　名 № 団　体　名

１ ㈱ダスキンサーヴ北関東
ダスキンちちぶ 23 守屋八潮建設株式会社

２ 埼玉県電気工事工業組合 24 須田建設株式会社

３ ㈱東京電力熊谷支社 25 秩父土建株式会社

４ ㈱関電工北埼玉統括営
業所秩父営業所 26 株式会社サンセイ

５ ㈱東京発電埼玉事業所 27 三国建設株式会社

６ ちちぶ農業協同組合 28 有限会社逸見建設

７ 秩父液化石油ガス協同
組合 29 株式会社高野組

８ 秩父市給排水設備指定
工事店組合 30 株式会社下山工務店

９ 有限会社喜多園水道部 31 株式会社三共工務店

10 建設埼玉秩父地区本部 32 黒澤建設株式会社

11 株式会社山口組 33 株式会社新井建設

12 秩父鉄道株式会社 34 津山建設工業株式会社

13 日新陸運株式会社 35 株式会社中村工務店

14 秩父通運株式会社 36 株式会社岩崎工務店

15 昭和通運株式会社 37 有限会社城新組

16 株式会社磯田建設 38 株式会社日新テクノ

17 株式会社ダイショウ 39 医療法人全和会

18 株式会社斎藤組 40 西武リース株式会社

19 国進建設株式会社 41 有限会社おがわや

20 太洋建設株式会社 42 昭和工業株式会社

21 株式会社高橋組 43 秩父ガス株式会社

22 株式会社北爪組

安心・安全のまちづくり 地域安全に関する協定
締結事業者（団体）一覧

平成19年12月現在
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市
民
交
通
傷
害
保
険
は
、
年
間
３
４

０
円
の
保
険
料
（
掛
け
金
）
で
、
最
高

１
０
０
万
円
ま
で
保
障
す
る
保
険
で
す
。

　

ご
家
族
皆
さ
ん
で
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

注
意
点　

市
内
小
中
学
生
は
、
秩
父
市

の
公
費
負
担
に
よ
り
加
入
し
ま
す
の
で
、

年
額
３
４
０
円
で

最
高
１
０
０
万
円
の

保
障
！

市民交通
　傷害保険

各
家
庭
で
申
込
み
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
重
複
加
入
と
な
ら
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
外
ま
た

は
私
立
の
小
中
学
校
へ
通
学
さ
れ
て
い

る
方
は
、
教
育
委
員
会
保
健
給
食
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

公
費
負
担
と
な
る
小
中
学
生

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
小
学
校
に
入
学

す
る
お
子
さ
ん
は
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
３
月
に
中
学
校
を
卒
業
す

る
生
徒
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
（
掛
け
金
）

　

１
人
３
４
０
円
（
１
人
１
口
の
み
の

加
入
に
な
り
ま
す
。）

保
険
期
間

　

４
月
１
日
〜
平
成
21
年
３
月
31
日　

加
入
資
格　

市
内
住
民
登
録
者
ま
た
は
外

国
人
登
録
者

対
象
事
故　

車
両
（
自
動
車
・
バ
イ
ク
・
自

転
車
等
）
に
乗
っ
て
い
て
の
事
故
ま
た
は

歩
行
者
の
走
行
車
両
と
の
接
触
事
故

申
込
方
法　

２
月
中
旬
か
ら
３
月
中
旬
ま

で
の
間
、
各
町
会
の
役
員
の
方
が
、
各

家
庭
に
予
約
加
入
の
募
集
に
お
伺
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
市
民
生
活
課
、
各
総
合
支

所
市
民
福
祉
課
お
よ
び
各
地
区
公
民
館

（
尾
田
蒔
・
原
谷
・
久
那
・
高
篠
・
大
田
・

影
森
・
浦
山
）
で
も
３
月
３
日
㈪
か
ら

随
時
受
け
付
け
ま
す
。
３
月
末
は
、
窓

口
が
混
雑
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課　

　

☎
25

－

５
２
０
０
（
直
通
）

　

保
健
給
食
課

　

☎
22

－

２
４
４
３
（
直
通
）

　

　和銅遺跡は、地元住民の手によって守られ、１３
００年もの永きにわたって、ほぼ当時のままの姿を
現し続けてきました。
　中でも「秩父市和銅保勝会」は、地元の住民や聖

ひじり

神社の氏子総代の方々などをメンバーに設立され、
既に40年近く、和銅遺跡の保存・顕彰を精力的に努
められています。
　特に、和銅遺跡
等に関する資料の収
集・保存、会報やホ
ームページによる情
報発信、見学者への
案内業務や解説書等
の作成・頒布などに
おいて、めざましい事業展開がなされています。さ
らに、毎月13日を「和銅の日」と定め、和銅遺跡周
辺の清掃活動を中心に、景観整備のためのカエデの
植樹などにも取り組まれています。
　さて、秩父市では、今年、和銅奉献１３００年を
記念しての各種事業を計画していますが、「秩父市
和銅保勝会」には、計画段階から積極的なご協力を
いただいています。
　わが国に貨幣経済を誕生させた「和銅遺跡」。こ
の貴重な歴史・文化遺産は、このような方々の手に
よって守り・語り継がれ、今後も脈々と継承されて
いきます。
※秩父市和銅保勝会ホームページ
　http://www.chichibu.co.jp/̃wado/
問い合わせ　観光振興課
　☎２５－５２０９（直通）

③和銅遺跡を守り伝える人々

祝山“和銅”の大文字の清掃祝山“和銅”の大文字の清掃

●
平
成
21
年
５
月
ま
で
に
、
裁
判
員
制

度
が
は
じ
ま
り
ま
す　

　

裁
判
員
制
度
の
実
施
が
間
近
に
迫
っ

て
い
ま
す
。
裁
判
員
制
度
は
、
国
民
の

皆
さ
ん
に
裁
判
員
と
し
て
刑
事
裁
判
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
裁
判
官
と
と
も

に
、
被
告
人
が
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪

の
場
合
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
か
を
決

め
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

●
原
則
と
し
て
、
辞
退
で
き
ま
せ
ん

　

裁
判
員
は
、
毎
年
作
成
さ
れ
る
裁
判

員
候
補
者
名
簿
の
中
か
ら
、
事
件
ご
と

に
く
じ
お
よ
び
裁
判
所
に
お
け
る
選
任

手
続
を
経
て
選
ば
れ
ま
す
。
裁
判
員
は
、

原
則
と
し
て
辞
退
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
負
担
が
過

重
と
な
ら
な
い
よ
う
に
一
定
の
範
囲
で

辞
退
事
由
も
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

裁
判
員
制
度
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
裁
判
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp://w

w
w
.saiban

in
.cou

rts.go.
jp

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

さ
い
た
ま
地
方
裁
判
所
刑け

い

事じ

訟し
ょ
う
て
い廷

事
務
室
☎
０
４
８

－

８
６
３

－

４

１
１
１
内
線
２
３
５
１

あなたもあなたも
もうすぐもうすぐ
「裁判員」「裁判員」

あなたもあなたも
もうすぐもうすぐ
「裁判員」「裁判員」

あなたも
もうすぐ
「裁判員」
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昨
年
12
月
２
日
か
ら
４
日
ま
で
、
姉

妹
都
市
で
あ
る
山
口
県
山
陽
小
野
田
市

か
ら
、
白
井
博
文
市
長
以
下
21
人
の
友

好
訪
問
団
が
秩
父
市
を
訪
れ
、
12
月
２

日
に
姉
妹
都
市
提
携
再
調
印
式
を
市
民

会
館
に
お
い
て
行
い
ま
し
た
。

　

秩
父
市
と
山
陽
小
野
田
市
は
、
秩
父

セ
メ
ン
ト
㈱
と
小
野
田
セ
メ
ン
ト
㈱
の

企
業
合
併
を
機
に
、
旧
秩
父
市
と
旧
小

野
田
市
と
の
間
で
、
平
成
８
年
５
月
20

日
に
姉
妹
都
市
提
携
の
調
印
が
行
わ
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
、
産
業
、
教
育
、
文
化
等
の

交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
10
年
余
り
が
経
過
し
、
両

市
と
も
市
町
村
合
併
を
経
て
、
新
市
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
を
機
に
、
新

た
に
両
市
の
友
好
の
絆
を
再
確
認
し
よ

う
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、
今
回
の
姉

妹
都
市
提
携
再
調
印
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
。　
　

　

友
好
訪
問
団
一
行
は
、
調
印
式
に
出

席
し
た
ほ
か
、
秩
父
夜
祭
、
ち
ち
ぶ
バ

イ
オ
マ
ス
元
気
村
発
電
所
、
龍
勢
会
館

等
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

　

市
民
生
活
課

　

☎
25

－
５
２
０
０
（
直
通
）

固い握手を交わす山陽小野田市 白井
市長と栗原市長

山
口
県
山
陽
小
野
田
市
と

山
口
県
山
陽
小
野
田
市
と

姉
妹
都
市
提
携
の
再
調
印
を

姉
妹
都
市
提
携
の
再
調
印
を

　
　
　
　
　
　

行
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　

行
い
ま
し
た

山
口
県
山
陽
小
野
田
市
と

姉
妹
都
市
提
携
の
再
調
印
を

　
　
　
　
　
　

行
い
ま
し
た

平日夜間窓口 最終日曜窓口 休 日 窓 口
２月14、28日
３月13日 ２月24日 ２月24日を除く

土・日・祝
17時15分～
19時15分

８時30分～
17時15分 ８時30分～17時15分

市民課・保険年金課・こども課・
収納課

総合窓口
（市役所1階正面玄関左）

①戸籍の届書の預かり
②戸籍、住民票の写し、印鑑登録・証明
書、所得課税証明書などの発行

③転入、転出届等の事務
④納税と納税相談の受付
⑤国民健康保険、国民年金、老人
保健に関する業務

⑥保育所、児童手当、子育て支援
等に関する業務

①戸籍の届書の預かり
②住民票の写し、印鑑証明
書や所得課税証明書など
の発行

③市への納入金預かり
④死亡届に関する業務
※上記の業務以外は行い
ません。

※最終日曜窓口・休日窓口の正午～午後２時は混雑するため、手続きに
お時間をいただくことがあります。ご了承ください。

日 月 火 水 木 金 土
２/10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 ３/1

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

かしこくお買い物＆クッキング
•必要なものだけ
　生ごみの４分の１は食べ残しや保存していたものです。
食材を作るにもごみを焼却するにもエネルギーが使われ
ます。計画を立てて、使い切れない量を買わないよう心
がけましょう。冷蔵庫の在庫メモを作ってみては？
•旬のもの、近くのものを
　野菜や果物のハウス栽培は、露地栽培に比べて多くの
エネルギーが使われます。旬の食材を購入したほうが省
エネです。また、産地が近いほど、輸送に必要なエネル
ギーが少なくて済みます。
•ばら売り、量り売りでごみ減量
　包装材やレジ袋を作るのにもエネルギーが使われてい
ます。ばら売りや量り売りを積極的に利用しましょう。
マイバッグも活用したいものです。
•残り物も使い切る努力を
　ごみを燃やすのにもエネルギーが使われています。食
品廃棄はエネルギーの大きなムダ。適量を作って食べ残
しを少なくしましょう。前日のカレーでコロッケを作る
など、食材を他のメニューに変身させるのもいいですね。
•電子レンジの有効活用
　煮込み料理の野菜はチンしてから鍋へ。野菜の栄養を
逃がさず、煮崩れも少ないようです。中までしっかり火
を通したいときは、焦げ目をきれいにつけたあと、電子
レンジへ。ガス代の大幅節約になります。

　市では、皆さんが日ごろから取り組んでいるエコ・ラ
イフについて募集します
　節電やリサイクルなどをより一層充実させるために工
夫されていることがあればお知らせください。
　なお、お寄せいただいたアイデアは、市報やホームペ
ージ等に掲載させていただく予定です。
問い合わせ　環境課　☎２２－２２７９（直通）
Ｅメール　kankyo@city.chichibu.lg.jp
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政
治
家（
候
補
者
・
立
候
補
予
定
者
・

首
長
・
議
員
）
と
私
た
ち
有
権
者
と
の

つ
な
が
り
は
と
て
も
大
切
で
す
。

　

し
か
し
、
金
銭
や
品
物
で
関
係
が
培

わ
れ
る
よ
う
で
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て

も
明
る
い
選
挙
、
お
金
の
か
か
ら
な
い

選
挙
に
近
づ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

贈
ら
な
い
・
求
め
な
い
・
受
け
取
ら

な
い
の
「
三
な
い
運
動
」
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

　

選
挙
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、

政
治
家
が
選
挙

区
内
の
人
に
寄

附
を
行
う
こ
と

は
、
名
義
の
い

か
ん
を
問
わ
ず
特
定
の
場
合
を
除
い

て
、
一
切
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
有
権

者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。
冠
婚
葬

祭
に
お
け
る
贈
答
な
ど
も
寄
附
に
な
る

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

•
病
気
見
舞
い

•
祭
り
へ
の
寄
附
や
差
入
れ

•
地
域
の
運
動
会
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ

の
寸
志
や
飲
食
物
の
差
入
れ

政
治
家
か
ら
の
寄
附
禁
止

禁
止
さ
れ
る
寄
附
（
例
）

•
秘
書
等
が
代
理

で
出
席
す
る
場

合
の
結
婚
祝

•
秘
書
等
が
代
理

で
出
席
す
る
場

合
の
香
典

•
葬
式
の
花
輪
・
供
花

•
落
成
式
、
開
店
祝
の
花
輪

•
町
内
会
の
集
会
や
旅
行
等
催
物
へ
の

寸
志
や
飲
食
物
の
差
入
れ

•
入
学
祝
、
卒
業
祝

•
お
中
元
、
お
歳
暮

問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
22

－
８
２
０
０
（
直
通
）

明るい明るい
選挙に選挙に
ご協力をご協力を

　次の方々から、社会福祉のために寄附をいただきまし

た。温かな善意に感謝し、ご紹介します。

（平成19年12月）

▼11日、クボバレエアカデミーから70,000円

▼19日、秩父明るい社会づくりの会から100,000円

▼26日、㈶埼玉県仏教会秩父支部から150,658円

ご寄附ありがとうございました

み
や
の
か
わ
商
店
街
振
興
組
合

　

福
祉
事
業
部　

担
当
：
鈴
木
純

　

☎
24

－

８
８
５
６

（
月
〜
金
、
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク

【
お
た
す
け
隊
】

【
お
た
す
け
隊
】

　

休
憩
所
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
（
地
元
の
お
店
）
ほ
か

●
大
き
な
神
棚
は
一
見
の
価
値
あ
り
！

●
内
井
戸
発
見
！
見
に
来
て
ね
！

☆
各
種
会
議
、
宴
会
に
も
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

☆
地
元
の
方
、
観
光
客
の
方
、
ど
な
た

で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

☆
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
で
は
レ
ン
タ

ル
ボ
ッ
ク
ス
に
よ
る
出
品
者
を
募
集

中
。
詳
し
く
は
担
当
ま
で
。

み
や
の
か
わ
商
店
街
振
興
組
合

　

秩
父
館
担
当
：
柴
田
・
四
方
田

　

☎
24

－

８
８
５
６（
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

ほ
っ
と
す
ぽ
っ
と
秩
父
館

ほ
っ
と
す
ぽ
っ
と
秩
父
館

あ
な
た
の
困
っ
た
を
お
手
伝
い
！

　

県
と
市
と
協
働
で
、
お
た
す
け
隊
を

派
遣
し
ま
す
。（
１
時
間
８
０
０
円
）

◇
お
買
い
物
代
行

◇
お
部
屋
の
お
掃
除

◇
話
し
相
手

◇
家
事
の
お
手
伝
い

◇
見
守
り
・
子
守
り

◇
散
歩
・
外
出
等
の
支
援

◇
網
戸
・
障
子
張
り

◇
そ
の
他
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
お
た
す
け
隊
員
も
随
時
募
集
中
！

　

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

で
か
け
た
ら
…
ち
ょ
っ
と
ひ
と
休
み

日
本
初
コ
イ
ン
型

秩
父
市
共
通
商
品
券「
和
同
開
珎
」

有
効
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
！

ご
贈
答
に
も
ぜ
ひ
お
使
い
く
だ
さ
い
！

発
売
内
容

　

額
面
１
，
０
０
０
円

を
９
８
０
円
で
販
売

発
売
所　

市
内
36
店
舗

（
発
売
所
の
登
旗
が
目
印
）

加
盟
店　
加
盟
店
看
板
ま

た
は
加
盟
店
シ
ー
ル
掲
示

の
市
内
商
店
街
や
大
型
店

で
ご
利
用
で
き
ま
す
。（
４
７
６
店
舗
）

２
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
つ
い
て

通
常
販
売
し
て
い
ま
す
！

み
や
の
か
わ
商
店
街
で
セ
レ
モ
ニ
ー

　

ご
葬
儀
、
ご
法
要
の
ほ
か
各
種
催
事

会
場
と
し
て
、
宮
側
町
公
会
堂
を
広
く

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

商
店
街
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

み
や
の
か
わ
セ
レ
モ
ニ
ー
事
業
部

　

担
当
：
鈴
木
建

☎
24

－

８
８
５
６

宮
側
町
公
会
堂

宮
側
町
公
会
堂

ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
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市では、行政経営の透明性を高めるため、公共工事の発注状況を下表のとおり公表します。（税込・500 万円以上）

問い合わせ　工事の内容について…工事担当課、契約関係…契約課　☎２５－５２１６（直通）

平成19年12月契約分 公共工事の発注状況を公表します

（一般競争入札）

契約日 完成予定日 工　　事　　名 工事場所 予定価格
（税込／円）

契約金額
（税込／円）

落札率
（％） 契約業者 工事担当課

11日 ３月24日 下水道管渠築造工事５工区 大野原地内 11,844,000 11,340,000 95.74 ㈱山本組
地域整備部
下水道課
☎25－5218

（指名競争入札）

契約日 完成予定日 工　　事　　名 工事場所 予定価格
（税込／円）

契約金額
（税込／円）

落札率
（％） 契約業者 工事担当課

３日 ２月14日 尾田蒔中学校体育館屋根改
修外工事 寺尾地内 9,135,000 8,190,000 89.66 ㈱丸稲工務店

地域整備部
教育施設課
☎25－5226

３日 ３月10日 大野原１号汚水枝幹線築造
工事Ｂ工区 大野原地内 48,930,000 46,410,000 94.85 ㈱山口組

地域整備部
下水道課
☎25－5218

３日 ３月24日 （仮称）相原橋観光トイレ新築工事 中津川541‒2の一部 9,912,000 9,765,000 98.52 ㈲町田建設
地域整備部
教育施設課
☎25－5226

10日 ２月29日 移動通信用鉄塔施設整備工
事（浦山川俣局） 浦山地内（川俣） 25,042,500 24,150,000 96.44

サンワコムシ
スエンジニア
リング㈱

総務部
情報政策課
☎22－2204

10日 ３月14日 幹線66号線道路改良工事 定峰地内 6,037,500 5,460,000 90.43 ㈲山長建設
地域整備部
道路課

☎25－5213

10日 １月31日 吉田幹線12号線舗装工事 吉田久長地内 6,646,500 6,300,000 94.79 ㈱新井建設
吉田総合支所
地域振興課
☎72－6083

10日 ３月24日 下水道管渠築造工事１工区 影森地内 7,056,000 6,982,500 98.96 ㈱小池工務店
地域整備部
下水道課
☎25－5218

17日 ２月29日 移動通信用鉄塔施設整備工
事（阿熊上・阿熊中）

吉田阿熊地内
（阿熊上・阿熊中） 7,297,500 7,087,500 97.12 ㈱協和エクシオ

総務部
情報政策課
☎22－2204

17日 ３月７日
橋立浄水場急速沈殿池流入
水自動薬品注入設備整備工
事その２

荒川久那地内 7,287,000 7,245,000 99.42 矢澤フェロマイト㈱
水道部

浄水センター
☎23－6197

17日 ３月10日 獣害予防対策事業工事 浦山字苧畑地内 8,389,500 8,242,500 98.25 秩父広域森林組合
環境農林部
林業振興課
☎22－2369

17日 ３月12日 札所17番観光トイレ改築工事 桜木町3319番地地内 6,457,500 5,764,500 89.27 ㈱黒沢工務店
地域整備部
教育施設課
☎25－5226

17日 ３月24日 市道大滝幹線３号線落石防
護柵設置工事 大滝地内 9,135,000 9,114,000 99.77 ㈱下山工務店

大滝総合支所
地域振興課
☎55－0861

25日 ３月15日 移動通信用鉄塔施設整備工
事（女形・太田部・中双里）

上吉田地内外２地
区（女形・太田部・
中双里）

14,584,500 14,227,500 97.55 ㈱協和エクシオ
総務部

情報政策課
☎22－2204

25日 ３月24日 下宮地観光トイレ新築工事 下宮地町5353‒3の
一部 7,465,500 7,350,000 98.45 ㈱丸稲工務店

地域整備部
教育施設課
☎25－5226

（随意契約）

契約日 完成予定日 工　　事　　名 工事場所 予定価格
（税込／円）

契約金額
（税込／円）

契約率
（％） 契約業者 工事担当課

17日 ３月24日 幹線62号線・原谷107号線
配水管布設工事 大野原地内 6,100,500 6,090,000 99.83 秩父土建㈱

水道部
工務課

☎25－5222

25日 ３月24日 原谷168・173号線配水管布
設替工事 大野原地内 9,229,500 8,925,000 96.70 ㈱山口組

水道部
工務課

☎25－5222

28日 ３月24日 上久那地内観光トイレ新築工事 久那2638‒4地内 6,594,000 6,583,500 99.84 ㈱丸山工務店
地域整備部
教育施設課
☎25－5226

ちちぶバイオマス元気村発電所　視察・見学者受付中！
吉田元気村に足湯オープン！　中学生以上100円、小学生50円　好評営業中！



2008年2月号 16

　１～１歳半程度のお子さんの写真を同封し、住所・保護者の方とお子さんの名前・電話番号・生年
月日とコメントを明記のうえ、市役所広報広聴課（〒368- 8686　熊木町８－ 15）までお送りください。
　抽選に漏れた方も、２歳になる月までは、翌月の抽選に繰り入れ、再抽選しています。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

応 募 方 法

※短歌、俳句の応募は毎月末までに、〒 368-8686　熊木町８－ 15、市役所広報広聴課へ、必ず官製はがきでお送りください。
　（３月末締切り分→５月号に掲載）１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。
　投稿の際、住所・氏名は、作品の左側に書いてください。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

※短歌、俳句の応募は毎月末までに、〒 368-8686　熊木町８－ 15　市役所広報広聴課へ、必ず官製はがきでお送りください。
　（２月末締切り分→４月号に掲載）１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。
　投稿の際、住所・氏名は、作品の左側に書いてください。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。
　お知らせ　市民文芸または選者へのご意見・ご感想等は、市役所広報広聴課あてにお送りください。

「オレ、やんちゃに
なるぞ☆」

（荒川白久）

千島正
しょう

太
た

郎
ろう

 くん
「パパ、ちゅうしよ♥」

（下影森）

山口姫
め

杏
あ

里
り

 ちゃん
「お姉ちゃんの
運動会でハイ♡チーズ！」

（上　町）

関口　優
ゆう

希
き

 くん
「にこっっ♡♡♡」

（寺　尾）

竹内　優
ゆ

芽
め

 ちゃん

（
評
）
　

俳
句
を
作
る
題
材
に
は
、
幾
つ
か
の
分
野
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
身
辺
の
日
常
の
こ
と
が
ら
と
、
観
察
し
た
自
然

を
取
り
上
げ
る
の
が
最
も
多
く
、
ま
た
作
り
易
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
作
品
も
身
近
詠
六
句
、
自
然
詠
四
句
と
分
か
れ
ま

し
た
。
要
は
そ
れ
ら
の
作
品
の
中
に
、
い
か
に
発
見
や
適
切
な
こ
と
ば
選
び
が
な
さ
れ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、
並
の
作
品
を
抜

く
も
の
が
出
来
る
と
考
え
ま
す
。「
字
踊
る
、
斯
く
て
、
窓
に
轟
く
、
風
に
喜
び
、
背
を
叩
く
」
な
ど
の
語
句
に
そ
れ
ら
の
こ
と

が
伺
え
る
で
し
ょ
う
。

便

箋

に

母

の

字

踊

る

小

春

か

な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
戸
町　

内
田　

政
夫

風

雨

急

斯か

く

て

赤

ら

む

実

南

天　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
野
田
町　

加
藤
し
げ
子

風

呂

窓

に

轟

く

冬

の

遠

花

火　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久　

那　

福
島　

昭
子

介

護

バ

ス

三

台

連

ね

紅

葉

狩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
宮
地
町　

山
崎　
　

栄

一

陣

の

風

に

喜

び

落

葉

舞

ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田　

村　

原
島　

公
恵

捨
て
ら
れ
ぬ
物
に
囲
ま
れ
年
の
暮　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒　

谷　

中
村　

美
代

風
呂
に
浮
く
柚
子
の
一
つ
が
背
を
叩
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
吉
田　

大
野　

安
治

山

里

の

軒

に

連

な

る

吊

し

柿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上　

町　

浜
田　

秀
典

産う
ぶ

土す

神な

の
庭
の
落
葉
に
日
の
匂
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
宮
地
町　

荻
野　

佳
子

幾
た
り
も
身
近
な
人
逝い

き
年
暮
る
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栃　

谷　

竹
村　

ハ
ク

大
野
ひ
ろ
志　

選

俳　
　
　

句

（
評
）
　

関
さ
ん
、
蘆
溝
橋
事
件
を
思
い
出
す
橋
、
名
月
と
ら
く
だ
と
い
う
詩
情
豊
か
な
表
現
に
、
蘆
溝
橋
に
も
静
か
な
時
間
が
あ

っ
た
の
か
と
し
み
じ
み
さ
せ
ま
す
。

　

太
田
口
さ
ん
、
今
な
お
シ
ベ
リ
ヤ
に
逝
っ
た
戦
友
へ
の
想
い
を
詠
ま
れ
る
、
な
に
よ
り
の
供
養
か
と
思
い
ま
す
。
中
島
さ
ん
、

秩
父
は
夜
祭
り
が
終
わ
る
と
冬
支
度
が
始
ま
る
、「
木
の
葉
舞
い
散
る
」
が
冬
の
到
来
を
告
げ
て
い
ま
す
。
島
﨑
さ
ん
、
宝
く
じ

へ
の
束
の
間
の
夢
を
追
う
の
も
楽
し
み
な
も
の
で
す
。
小
林
さ
ん
、霜
柱
を
踏
む
感
触
を
楽
し
む
作
者
の
姿
が
見
え
る
よ
う
で
す
。

名
月
や
夜
半
の
歩
哨
の
蘆
溝
橋
隊
商
の
ら
く
だ
鈴
鳴
ら
し
行
く 

下
吉
田　

関　

清
一
郎

寒
空
の
北
に
か
が
や
く
星
仰
ぎ
今
な
お
シ
ベ
リ
ヤ
の
戦
友
を
ぞ
憶
う 

黒　

谷　

太
田
口
八
郎

夜
祭
り
の
祭
具
の
片
づ
け
き
び
き
び
と
働
く
人
に
木
の
葉
舞
い
散
る 

上
吉
田　

中
島
美
智
子

現う
つ
し
よ世

に
未
練
は
な
き
身
と
思
い
つ
つ
夢
見
て
我
は
宝
く
じ
買
う 

桜
木
町　

島
﨑　

定
夫

ざ
く
ざ
く
と
霜
柱
ふ
む
感
触
を
楽
し
み
犬
と
畦
道
を
行
く 

下
吉
田　

小
林
み
ち
子

鉢
植
え
の
赤
実
千
両
妻
買
う
て
黄
の
実
千
両
買
わ
さ
れ
に
け
り 

吉
田
久
長　

関　
　

孝
一

ツ
グ
ミ
等
は
た
く
ま
し
き
な
り
残
り
柿
奪
い
合
い
お
り
霜
深
き
朝 

中
村
町　

岩
田
巻
太
郎

暖
か
く
高
く
澄
み
た
る
冬
空
に
布
団
を
干
し
て
孫
来
る
を
待
つ 

吉
田
久
長　

齋
藤　

大
仙

花
影
は
菊
の
み
に
し
て
枯
れ
色
の
野
に
冬
の
陽
は
薄
々
そ
そ
ぐ 

大
野
原　

清
水
千
恵
子

つ
る
し
柿
師
走
の
風
に
さ
ら
さ
れ
て
色
よ
く
上
が
り
正
月
を
待
つ 

荒
川
上
田
野　

浅
見　

恒
子

新
井　

悦
子　

選

短　
　
　

歌
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◇
年
度
末
整
理
休
館
の
お
知
ら
せ

　

年
度
末
の
蔵
書
点
検
の
た
め
、
秩
父

図
書
館
お
よ
び
荒
川
図
書
館
は
左
記
の

と
お
り
休
館
し
ま
す
。
ご
利
用
の
皆
さ

ん
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
秩
父
図
書
館
〉　

３
月
11
日
㈫
〜
16
日
㈰

〈
荒
川
図
書
館
〉　

３
月
３
日
㈪
〜
５
日
㈬

◇
寄
贈
の
お
知
ら
せ

　

こ
の
た
び
、太
田
口
八
郎
氏
か
ら『
世

界
遺
産
』
12
巻
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
新
年
度
講
座
受
講
生
の
募
集

　

秩
父
図
書
館
で
は
、
新
年
度
の
主
催

講
座
に
つ
い
て
、
左
記
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。
な
お
、
講
座
の
日
程
に
つ
い

て
は
一
部
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

●
万
葉
集
講
座

日　

程　

毎
月
第
２
・
４
金
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

講　

師　

近
藤　

章
先
生

内　

容　

万
葉
集
の
歌
の
解
釈
と
解
説

定　

員　

80
人
（
先
着
順
）

●
俳
句
講
座

日　

程　

毎
月
第
２
木
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講　

師　

大
野
ひ
ろ
志
先
生

内　

容　

初
心
者
対
象
の
講
座

定　

員　

25
人
（
先
着
順
）

●
短
歌
講
座

日　

程　

毎
月
第
１
水
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講　

師　

岡
部
す
ず
子
先
生

内　

容　

初
心
者
対
象
の
講
座

定　

員　

25
人
（
先
着
順
）

受　

付　

３
月
１
日
㈯
午
前
10
時
〜

受
付
場
所　

１
階
カ
ウ
ン
タ
ー

受
講
料　

２
，
０
０
０
円

◇
催
し
物
の
お
知
ら
せ

〈
秩
父
図
書
館
〉

●
絵
本
相
談
日

　

２
月
26
日
、
３
月
25
日
の
火
曜
日
、

午
前
10
時
〜
正
午

　

良
い
絵
本
の
選
び
方
、
与
え
方
な
ど

に
つ
い
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

●
お
は
な
し
会
（
入
場
無
料
）

　

２
月
23
日
、
３
月
８
日
、
22
日
の
土

曜
日
、
午
後
３
時
か
ら
（
約
40
分
）

　

４
歳
以
上
の
幼
児
、
低
学
年
児
童
向

け
の
昔
話
や
童
話
等
を
お
話
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
者
は
、
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー

横
に
お
並
び
く
だ
さ
い
。

●
第
１
３
６
回
・
名
作
映
画
鑑
賞
会

題　

名　

黄 
金 
狂 

時 

代

（
１
９
２
６
年
、
ア
メ
リ
カ
、
85
分
）

監　

督
・
主　

演　

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
チ

ャ
ッ
プ
リ
ン

図書館ホームページアドレス　　https://library.city.chichibu.lg.jp（パソコン用）
　　　　　　　　　　　　　　　https://library.city.chichibu.lg.jp/i/ihome.html（携帯電話用）

共　

演　

ジ
ョ
ー
ジ
ア
・
ヘ
ー
ル
、
マ

ッ
ク
・
ス
ウ
ェ
イ
ン
、
ト
ム
・
マ
レ
ー

内　

容　

放
浪
紳
士
チ
ャ
ー
リ
ー
は
、

金
鉱
を
求
め
て
ア
ラ
ス
カ
へ
向
か
う
。

突
然
、
猛
吹
雪
に
襲
わ
れ
山
小
屋
へ
避

難
。
そ
こ
に
は
金
鉱
探
し
の
凶
悪
犯
が

い
た
。
腹
が
減
っ
た
２
人
は
靴
を
煮
て

食
べ
る
。
靴
ひ
も
は
ス
パ
ゲ
テ
ィ
だ
。

こ
の
シ
ー
ン
は
今
も
語
り
草
と
な
っ
て

い
る
。
キ
ネ
マ
旬
報
ベ
ス
ト
第
１
位
。

◎
２
月
21
日
㈭
午
後
１
時
30
分
か
ら

◎
会
場　

秩
父
図
書
館
２
階

◎
映
画
解
説
が
あ
り
ま
す
。
無
料
で
す
。

◎
次
回
予
告　

日
本
映
画
「
泥
の
河
」

　

３
月
27
日
㈭
１
時
30
分
か
ら
上
映
！

〈
荒
川
図
書
館
〉

●
ピ
ヨ
ピ
ヨ
タ
イ
ム

　

２
月
12
日
、
３
月
11
日
の
火
曜
日
、

午
前
11
時
か
ら
（
約
30
分
）

　

幼
稚
園
や
保
育
園
に
入
る
前
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
の
方
を
対
象
に
、
や
さ

し
い
絵
本
や
、
手
あ
そ
び
で
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
す
。

●
お
は
な
し
会

　

２
月
23
日
、
３
月
15
日
の
土
曜
日
、

午
後
２
時
30
分
か
ら
（
約
30
分
）

　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
の
子
ど
も

た
ち
を
対
象
に
絵
本
や
紙
芝
居
、
手
あ

そ
び
な
ど
を
し
ま
す
。

●
人
形
劇
（
入
場
無
料
）

　

３
月
29
日
の
土
曜
日
、
午
後
１
時
30

分
か
ら

◎
会
場　

荒
川
公
民
館
軽
運
動
室

※
演
目
な
ど
詳
細
は
、
市
報
３
月
号
に

掲
載
し
ま
す
。

※秩…秩父図書館
荒…荒川図書館
吉…秩父図書館吉田分館
大…秩父図書館大滝分館 開

館
時
間

〈
秩
父
図
書
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

〈
荒
川
図
書
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
秩
父
図
書
館
吉
田
分
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
秩
父
図
書
館
大
滝
分
館
〉

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
２
月
10
日
〜
３
月
31
日
の
休
館
日

各館休館日 秩 荒 吉 大 各館休館日 秩 荒 吉 大
１ 土 　　　　　　大 17 月 秩　荒　吉　　
２ 日 　　　　　　大 18 火
３ 月 秩　荒　吉　　 19 水
４ 火 　　荒 20 木 　　　　吉　大
５ 水 　　荒 21 金
６ 木 22 土 　　　　　　大
７ 金 23 日 　　　　　　大
８ 土 　　　　　　大 24 月 秩　荒　吉　　
９ 日 　　　　　　大 25 火
10 月 秩　荒　吉　　 26 水
11 火 秩 27 木
12 水 秩 28 金 秩
13 木 秩 29 土 　　　　　　大
14 金 秩 30 日 　　　　　　大
15 土 秩　　　　　大 31 月 秩　荒　吉　　
16 日 秩　　　　　大

３月 ２月
各館休館日 秩 荒 吉 大 各館休館日 秩 荒 吉 大
10 日 　　　　　　大 21 木
11 月 秩　荒　吉　大 22 金
12 火 秩 23 土 　　　　　　大
13 水 24 日 　　　　　　大
14 木 25 月 秩　荒　吉　　
15 金 26 火
16 土 　　　　　　大 27 水
17 日 　　　　　　大 28 木
18 月 秩　荒　吉　　 29 金 秩
19 火
20 水
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※「平成19年度 秩父市健康カレンダー」の冊子は、１年間大切に保管してください。

●【乳幼児健診】

●【育児相談】

●【ことばの相談】※予約制

●【親子ふれあい教室】
　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者
　３月17日㈪　10：00～11：30　９：30から受付
※初めての方は、電話で吉田保健センターへ申
込み

●【よしだ元気塾】おおむね40歳以上の方
　３月18日㈫　
※３月はウオーキングのため、時間・集合場所が
変わります。詳しくは、直接または電話で吉田
保健センターへお問い合わせください。

●【健康相談】
　３月12日㈬　13：15～14：00
　※健康手帳をお持ちください。

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

３月14日㈮ 13：15～14：00 １歳６か月児健診
３ 歳 児 健 診

平成18年７・８月生まれ
平成16年10・11月生まれ

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

３月５日㈬ 10：00～11：00 育 児 相 談
身 長・ 体 重 測 定 乳　　幼　　児

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

３月27日㈭ 13：00～16：00 ことばの発達、発音な
どに関する個別相談

ことばの発達、発音な
どに心配のある幼児と
その保護者

●【健康相談・育児相談】
　３月11日㈫
　13：00～15：00　大滝総合支所内
　※健康手帳・母子手帳をお持ちください。

●【はつらつ筋力アップ教室】40歳以上
　２月20日～３月26日の毎週水曜日
　13：30～15：30　大滝公民館

●【乳幼児健診】

●【歯みがき教室】

● 【育児相談】

●【親子ふれあい教室】
　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者
　２月21日㈭、３月６日㈭、19日㈬　９：30～11：10

●【ＢＣＧ予防接種】満３か月～６か月未満
　３月19日㈬　13：15～14：00
　※母子健康手帳、予診票をお持ちください。

●【健康相談】
　２月19日㈫、３月18日㈫　13：00～14：00
　※健康手帳をお持ちください。

●【はつらつ筋力アップ教室】40歳以上
　２月27日㈬、３月12日㈬、26日㈬　９：30～11：30

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

２月20日㈬
13：15～14：00

１ 歳６か月児健診
３ 歳 児 健 診

平成18年６・７月生まれ
平成16年９・10月生まれ

３月19日㈬ ４ か 月 児 健 診
10 か 月 児 健 診

平成19年10・11月生まれ
平成19年４・５月生まれ

※40歳以上で「話す」・「読む」・「書く」・「聞いて理

解する」ことなどでお困りの方は、各保健センタ

ーへご相談ください。

●【歯みがき教室】平成18年１月～３月生まれの幼児
と　き　２月24日㈰　10：00～
ところ　秩父保健センター
内　容　歯科健診、ブラッシング指導、フッ素塗布
（希望者）

申込み　電話または来所にて受け付けています。秩
父保健センターへお申し込みください。

※当日、普段お子さんが使用している歯ブラシ、コ

ップ、タオル、母子健康手帳をお持ちください。

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

３月３日㈪ 10：00～11：00 育 児 相 談
身 長・ 体 重 測 定 乳　　幼　　児

吉田保健センター会場（【よしだ元気塾】は、吉田振興会館３階）

大滝保健センターからのお知らせ

荒川保健センター会場

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

２月20日㈬ 13：15～14：00
歯 科 医 師 の 診 察
ブ ラッ シ ン グ 指 導
フ ッ 素 塗 布 等

平成17年12月・
平成18年１月生まれ
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秩父保健センター会場
受けてください。保健センター（集団）で受けら
れない方は、医療機関（個別）でも受けられます。

●【両親学級】
　妊娠５か月を過ぎた初回妊婦さんとその家族

※３月３日㈪までにお申し込みください。

●【健康カレンダーのお知らせ】
　「平成20年度秩父市健康カレンダー」を市報３月

号と同時配布します。各種がん検診・予防接種等日

程表およびがん検診申込書が入っていますので、１

年間大切に保管してください。

●【麻しん風しん混合ワクチン予防接種】（個別）
　予防対策強化のため、２回接種となりました。

第１期　１歳～２歳未満
第２期　小学校入学前の１年間
●【胃がん・子宮がん検診】（個別）
　指定の医療機関で胃がん・子宮がん検診が受けら

れます（それぞれ先着200人）。毎月１～７日（土・

日・祝日を除く）に各保健センターで申込みを受け

付けています。今年度の受付は３月７日㈮で終了と
なります。
胃がん検診（40歳以上の方：2,500円）
子宮がん検診（20歳～39歳の方：頚部検診 1,300円、
40歳以上の方：頚部･体部検診 2,100円）

●【言語リハビリ教室】

●【乳幼児健診】

※母子健康手帳、健診アンケートをお持ちください。

●【育児相談】

●【予防接種】（集団）

※母子健康手帳、予診票をお持ちください。
※三種混合予防接種の第１期初回（１回目・２回目・
３回目）の接種間隔は３～８週です。必ず守って

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象
３月６日㈭

13：00～14：00

３ 歳 児 健 診 平成16年11月生まれ
３月11日㈫ 乳児（４か月児）健診 平成19年10月生まれ
３月12日㈬ 乳児（10か月児）健診 平成19年５月生まれ
３月18日㈫ １歳６か月児健診 平成18年８月生まれ

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

３月７日㈮ ９：30～10：30
育 児 相 談
身 長・ 体 重 測 定
赤 ち ゃ ん 体 操

乳　　幼　　児

種　類 月　日 受付時間 対　　　　象

三種混合 ３月４日㈫
４月７日㈪

13：30～14：30
満３か月～７歳６か月未満

Ｂ Ｃ Ｇ ３月17日㈪
４月14日㈪ 満３か月～６か月未満

月　　日 会　　場 実施時間

２月21日㈭ 秩父保健センター

13：30～15：30２月25日㈪ 荒川保健センター

２月26日㈫ 吉田保健センター

月   日 時　　間 内　　　容 講　師
１
日
目

３月９日㈰ 13：15～16：00
（受付13：00～）

赤ちゃんの育て方 保健師
沐浴実習 助産師

２
日
目

３月14日㈮
13：30～16：00
（受付13：15～）

歯科保健、歯科健診 歯科医師
歯みがき指導 歯科衛生士
栄養と食事・試食 栄養士

３
日
目

３月21日㈮
妊娠中の保健 産婦人科医師
お産の準備と経過
呼吸法など 助産師

「住宅用火災警報器」の悪質な訪問販売にご注意ください！
消防署や市が、直接「住宅用火災警報器」を訪問販売することはありません。



2008年2月号 20

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
誰

も
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
尊
厳
あ
る
生

活
と
人
生
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
主
任

介
護
支
援
専
門
員
な
ど
が
高
齢
者
に
つ

い
て
の
相
談
に
乗
り
、
権
利
を
守
る
た

め
の
適
切
な
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
支
援
事
業
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
っ

と
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
例
を
ま
じ
え
な
が
ら
お
伝
え
し
て

い
ま
す
。

楽
し
み
を
持
っ
て
、

　
　

い
き
い
き
と
し
た

　
　
　
　

生
活
を
送
り
た
い

地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより
いつまでも　自分らしく

住みなれた地域で暮らすために
いつまでも　自分らしく

住みなれた地域で暮らすために

問い合わせ
●包括支援センター　　　　　 22-2582
●けやき包括支援センター　　 27-7331
●かえで包括支援センター　　 77-1134
●さくら包括支援センター　　 53-1014

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
民
生
委

員
の
方
と
も
協
力
し
、
一
人
暮
ら
し
や

高
齢
者
世
帯
の
方
の
お
宅
を
中
心
に
、

訪
問
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
日
お
伺
い
し
た
Ａ
さ
ん
は
、
夫

と
二
人
暮
ら
し
。
近
ご
ろ
膝
に
痛
み
が

あ
り
、
ご
近
所
の
友
だ
ち
と
の
お
茶
飲

み
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
出
掛
け
る
こ
と

も
少
な
く
な
っ
た
た
め
、
一
日
家
の
中

で
過
ご
す
こ
と
が
多
く
、
生
活
に
楽
し

み
が
少
な
く
な
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
こ
で
、
生
活
の
中
に
楽
し
み
を
持
ち
、

張
り
の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
催

す
る
「
お
達
者
塾
」
を
紹
介
し
、
歌
を

歌
っ
た
り
し
て
多
く
の
人
と
交
流
す
る

機
会
を
持
つ
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

当
初
は
、
体
の
調
子
等
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
様
子
で
し
た
が
、
送
迎
を
利
用

す
る
こ
と
で
安
心
し
て
参
加
で
き
た
よ

う
で
す
。「
お
達
者
塾
」
で
は
、
同
世

代
の
方
と
の
ひ
と
時
を
楽
し
く
過
ご
さ

れ
た
様
子
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
特
定
高
齢
者
と
し
て
、
保

健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
「
い
き
い
き

こ
ろ
ば
ん
教
室
」
に
参
加
し
、
身
体
機

能
の
維
持
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
多

く
の
仲
間
と
の
交
流
の
機
会
を
楽
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
齢
者
世
帯
の
Ａ
さ
ん
は
、

こ
れ
か
ら
の
生
活
に
不
安
が
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
の
で
、
今
後
も
継
続
的
に

相
談
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
に
出
向
い
て
皆
さ
ん
の
相
談

に
の
り
、
健
康
と
生
き
が
い
づ
く
り
に

繋
が
る
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。
心
配

事
な
ど
、
お
近
く
の
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相談名 相　談　日 問い合わせ

子 育 て 月～金曜
９時～16時

秩父市子育て支援センター
☎22－7282 22－7283
吉田子育て支援センター
☎77－1145 77－1148

子どもについ
ての心配ごと

月～金曜
８時30分～17時15分

家庭児童相談室（社会
福祉課）☎25－5204

身体・知的障がい
児（者）について

月～金曜
９時～18時

フレンドリー☎22－7785 22－
7055（身体障がい） ☎22－7045
21－6705（知的障がい）土曜  ９時～16時

精神障がい者
に つ い て

月～金曜
９時～17時

生活支援センター「アクセス」
☎24－1025 24－1026

障がい者の
就労・労働

月～金曜
９時～18時

秩父障がい者就労支援センター
「キャップ」☎・ 22－2870

い じ め・
不 登 校 等
教 育

ひまわり教室　月～金曜
９時～17時

ひまわり教室
☎22－2228

やまなみ教室
月・水・金曜　９時～17時

やまなみ教室
☎72－2030

人 権
月～金曜　8時30分～17時15分 さいたま地方法務局

秩父支局 ☎22－0827人権擁護委員による相談
火曜（第5週を除く）９時～ 16時

内 職 月～金曜　９時～16時 ちちぶパートバンク
☎24－5222
工業振興課
☎22－3428

職 業
ちちぶパートバンク
月～金曜　９時～16時
吉田総合支所　
月曜　９時～16時30分

労 働 月～金曜　8時30分～17時 北部産業労働センター
秩父支所 ☎23－7881

中小企業者向
けよろず金融

３/５  13時～16時30分  ※前々日まで
に要予約　会場   歴文館3階第2会議室

商業振興課 ☎25－5208
（相談：埼玉県信用保証協会）

結 婚
福祉女性会館
３/８　13時～16時
※要予約（先着８人）

秩父市社会福祉協議会
☎22－1514

心 配 ご と 社協荒川事務所　３/27　13時～16時

相談名 相　　　談　　　日 会　　場 相　　談　　員

法 律

３月４日㈫・27日㈭
10時～15時

秩父市役所
（3階相談室） 弁護士３月11日㈫

10時～15時 荒川総合支所
※電話で予約が必要です。
２月20日㈬　午前９時から電話予約受付　各日先着10人

人 権 毎月第２・４
水曜 13時～16時 秩父市役所

（3階相談室） 人権擁護委員

行 政

２月18日㈪
３月17日㈪

13時～15時

秩父市役所
（3階相談室）

行政相談委員
３月３日㈪ 吉田総合支所

（振興会館）
２月18日㈪
３月10日㈪ 荒川総合支所
２月25日㈪
３月24日㈪ 大滝総合支所

市 民 木曜　13時～16時

秩父市役所
（3階相談室）

市民相談員
消 費 生 活 月·水·金曜　９時～16時 消費生活コンサルタント

行 政 手 続 ２月12日㈫・３月11日㈫
13時～15時 行政書士

登 記 ２月20日㈬・３月19日㈬
13時～15時

司法書士
土地家屋調査士

税 務 ３月３日㈪ 　10時～15時 税理士
土 地 建 物 ２月19日㈫ 　10時～15時 宅地建物取引主任者

暴力について ２月28日㈭・３月27日㈭
10時～15時 秩父警察署担当相談員

女 性 ２月26日㈫・３月25日㈫
13時～15時 市民生活課担当職員

年金・労働 ３月14日㈮
13時～15時 社会保険労務士

※市民生活課および各総合支所（市民福祉課）では、相談日以外でも相談を受け付けます。
上記相談に関する問い合わせ　市民生活課☎25－5200（直通）

※相談日が祝日の場合はお休みとなります。
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国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は

　
　
　
　

お
済
み
で
す
か
？

日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
は
、

　
　
　
　

国
民
年
金
に
必
ず
加
入
し
ま
す

　

国
民
年
金
は
、
老
齢
、
障
が
い
、
死

亡
な
ど
の
事
態
に
基
礎
的
な
生
活
を
保

障
す
る
た
め
、
す
べ
て
の
人
に
共
通
の

基
礎
年
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
期
間
が
あ

る
人
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
加
入
期
間
分

の
年
金
が
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

《
国
民
年
金
の
加
入
者
は
３
種
類
》

●
第
１
号
被
保
険
者

　

自
営
業
、
学
生
、
フ
リ
ー
ア
ル
バ
イ

タ
ー
等
で
、
第
２
号
被
保
険
者
や
第
３

号
被
保
険
者
に
該
当
し
な
い
人

加
入
手
続　

市
役
所
お
よ
び
各
総
合
支
所

国
民
年
金
担
当
窓
口
で
行
い
ま
す
。

保
険
料　

月
額
１
４
，
１
０
０
円

　
　
　
　
（
平
成
19
年
度
）

納
付
方
法

①
納
付
書
に
よ
り
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ

ニ
で
納
め
る

②
口
座
振
替
に
よ
り
納
め
る

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
か
ら

納
め
る
（
電
子
納
付
）

●
第
２
号
被
保
険
者

　

厚
生
年
金
、共
済
組
合
の
加
入
者（
会

社
員
、
公
務
員
）

加
入
手
続　

事
業
主
が
行
い
ま
す
。

保
険
料　

給
与
か
ら
特
別
徴
収
（
天
引

き
）
さ
れ
ま
す
。

●
第
３
号
被
保
険
者

　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者

加
入
手
続　

配
偶
者
の
勤
務
先
へ
届
け
出

ま
す
。

保
険
料　

配
偶
者
の
加
入
す
る
厚
生
年

金
等
の
制
度
全
体
が
負
担
し
ま
す
の
で
、

被
保
険
者
の
方
が
個
別
に
納
め
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
希
望
す
れ
ば
加
入
で
き
る
人
》

○
任
意
加
入

•
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
年
金
の

受
給
資
格
が
な
い
人
や

年
金
額
を
満
額
に
近
づ

け
た
い
人

•
20
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、

海
外
に
住
ん
で
い
る
日

本
人

○
特
例
任
意
加
入

（
65
歳
以
上
70
歳
未
満

の
人
）

　

昭
和
40
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
65

歳
に
な
っ
て
も
受
給
資
格

が
な
い
人
は
受
給
資
格
を

満
た
す
ま
で
（
最
長
70
歳

ま
で
）
任
意
加
入
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

保
険
料
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
は
、
秩
父
社

会
保
険
事
務
所
（
☎
22

－

４
４
２
５
）
ま
で
。

厚生年金 共済組合 上乗せの部分

第１号被保険者 第３号被保険者 第２号被保険者 基礎年金（国民年金）

地場産センター３階のちちぶパートバン
クでは、パート情報だけでなくハローワー
クと同様の一般求人情報を提供しています。
広々とした静かで明るい室内では、ゆっく
り求人情報に目を通すことができます。
　一人ひとりの要望に沿うよう、ていねい
できめこまやかな職業紹介・職業相談を行
なうほか、就職活動支援セミナーを開催し、
皆さんの就職活動をサポートします。
　また、同じフロアーには、市の職業・内
職相談室も併設していますので、内職をお
探しの方もご利用いただけます。
　仕事をお探しの方、ぜひちちぶパートバ
ンクをご利用ください。
問い合わせ　ちちぶパートバンク
　☎２４－５２２２
　ハローワーク秩父
　☎２２－３２１５
　市役所工業振興課
　☎２２－３４２８（直通）

　産業別最低賃金（６つの特定の産業）が
12月１日に改正されました。埼玉県最低賃
金（時間額７０２円）よりも産業別最低賃
金が優先します。

問い合わせ　埼玉労働局賃金室
　☎０４８－６００－６２０５
　秩父労働基準監督署
　☎２２－３７２５

産業別最低賃金 時間額（円）
非鉄金属製造業 ７９９
電気機械器具製造業、情報通信
機械器具製造業、電子部品・デ
バイス製造業

８０１

輸送用機械器具製造業 ８１４

光学機械器具・レンズ、時計・
同部分品製造業 ８１０

各種商品小売業 ７７８
自動車小売業 ８１６

平成19年度平成19年度
　　　埼玉県最低賃金　　　埼玉県最低賃金

「守ろう！確かめよう！この最低賃金」

平成20年　勤労青少年の標語
『踏み出せば　拡がる世界　新たな自分』
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●
自
衛
隊
写
真
展

　

陸
・
海
・
空
自
衛
隊
の
大
迫
力
写
真

を
40
点
以
上
展
示
。（
猪
野 

昭
氏
協
賛
）

と　

き　

２
月
22
日
㈮
〜
24
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

と
こ
ろ　

地
場
産
セ
ン
タ
ー
２
階
（
入

場
無
料
）

●
自
衛
官
募
集

募
集
種
目　

２
等
陸
・
海
・
空
士

応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
性

試
験
日　

２
月
16
日
㈯
、
３
月
１
日
㈯

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
秩
父
地
域
事
務
所

　

☎
22

－

６
１
５
７

自
衛
隊
秩
父
地
域
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

４

２　

月　

の　

納　

税

１固
定
資
産
税　
　
　

第
４
期
分

国
民
健
康
保
険
税　
　
　

第
８
期
分　

納
期
限
は
２
月
29
日
㈮
で
す
。

納
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
納
税
制
度
を
利
用
し
て
い

る
方
は
、
納
期
限
に
振
り
替
え
ま
す
の

で
預
貯
金
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
振
替
税
目
の
追
加
や
納
税
義

務
者
の
名
義
が
変
わ
っ
た
場
合
な
ど
は
、

改
め
て
口
座
振
替
の
申
込
み
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
２
月
の
休
日
納
税
窓
口
は
、

24
日
㈰
で
す
。
収
納
課
窓
口
に
お
い
て
、

納
税
と
納
税
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

（
総
合
支
所
で
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

問
い
合
わ
せ　

収
納
課

　

☎
22

－
２
２
１
０
（
直
通
）

　

市
と
秩
父
県
税
事
務
所
で
は
、
納
税

の
秩
序
を
維
持
し
税
負
担
の
公
平
性
お

差
押
財
産（
電
話
加
入
権
）

の
公
売
を
実
施
し
ま
す

２

よ
び
市
民
全
体
の
利
益
を
守
る
た
め
、

市
税
等
の
滞
納
者
に
対
し
て
そ
の
所
有

財
産
の
差
押
処
分
を
行
い
、
そ
れ
を
公

売
（
換
価
）
す
る
こ
と
に
よ
り
滞
納
市

税
等
へ
の
充
当
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
公
売
を
予
定
し
て
い
る
差
押

財
産
は
「
電
話
加
入
権
」
で
す
。

　

公
売
方
法
は
、
入
札
に
よ
り
行
い
ま

す
の
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

と　

き　

２
月
21
日
㈭
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ　
秩
父
地
方
庁
舎
３
階
中
会
議
室

※
詳
し
く
は
、
市
役
所
掲
示
板
お
よ
び

秩
父
地
方
庁
舎
掲
示
板
に
公
告
し
て

あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
役
所
収
納
課

　

☎
22

－
２
２
１
０
（
直
通
）

　

秩
父
県
税
事
務
所
☎
23

－

２
１
１
０

来
月
末
で
受
付
が
終
了
し
ま
す
！

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の

皆
さ
ん
へ

－

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

－

３　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が

い
な
い
場
合
に
、
第
八
回
特
別
弔
慰
金

と
し
て
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
ご
遺
族
は
、
次
の
順
番

に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
で
す
。

１
．
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て

お
り
、
か
つ
、
戦
没
者
と
氏
が
同
じ

で
あ
る
①
父
母
、
②
孫
、
③
祖
父
母
、

④
兄
弟
姉
妹

４
．
上
記
３
以
外
の
①
父
母
、
②
孫
、

③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

５
．
上
記
１
か
ら
４
以
外
の
ご
遺
族
で
、

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

一
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

三
親
等
内
の
親
族

請
求
期
限　

平
成
20
年
３
月
31
日
㈪

※
す
で
に
、
申
請
が
済
ん
で
い
る
方
は

再
度
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

該
当
に
な
る
か
ど
う
か
不
明
の
場
合

は
担
当
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

請
求
手
続　

社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
総
合

支
所
市
民
福
祉
課

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課
援
護
担
当

　

☎
22

－

２
２
１
１
内
線
１
１
６
４

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
６
（
直
通
）

※市報掲載の広告は、あくまでも営業広告であり、市として推薦、公認、販売促進等を行っている
　ものではなく、内容について市が責任を負うものではありません。

広告
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新
潟
県
柏
崎
市
に
あ
る
秩
父
市
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
平
成
20
年
度
の
施

秩
父
市
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

利
用
休
止
の
お
知
ら
せ

６

　

３
月
１
日
㈯
か
ら
31
日
㈪
ま
で
、
昼

の
防
災
無
線
放
送
の
曲
目
を
「
旅
立
ち

の
日
に
」
に
変
更
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
卒
業
ソ
ン
グ
と
し
て
全
国

で
歌
わ
れ
て
い
る
「
旅
立
ち
の
日
に
」

を
多
く
の
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ

く
た
め
放
送
す
る
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

広
報
広
聴
課

　

☎
22

－

２
５
０
５
（
直
通
）

設
利
用
を
休
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
７
月
16
日
に
発
生
し

た
新
潟
県
中
越
沖
地
震
に
よ
り
、
施
設

お
よ
び
周
辺
道
路
等
が
被
害
を
受
け
、

安
全
な
利
用
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。

　

ご
利
用
を
予
定
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん

に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課

　

☎
25

－

５
２
０
０
（
直
通
）

２
・
３
月
の

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

５と　　き ところ 内　　　　　　容 定員
２／18㈪
13:30～15:30 吉田総合支所

自己分析とセールスポイントの見つけ
方（座学） 15人

２／22㈮
14:00～16:30 ハローワーク秩父

若年者の求職活動について・就職実現
プランの作成について（座学） 15人

２／27㈬
14:00～16:00 ちちぶパートバンク 中高年齢者の求職活動について（座学）15人
３／３㈪
13:30～15:30 吉田総合支所 履歴書・職務経歴書の書き方（座学） 15人
３／５㈬
13:30～16:30 ちちぶパートバンク

自己分析とセールスポイントの見つけ
方（演習） 15人

３／７㈮
14:00～16:00 ハローワーク秩父 就職を成功させるために（座学） 15人
３／12㈬
14:00～16:00 ちちぶパートバンク

自己分析とセールスポイントの見つけ
方（座学） 15人

※
定
員
の
関
係
上
、
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父

　

☎
22

－
３
２
１
５

　

ち
ち
ぶ
パ
ー
ト
バ
ン
ク

　

☎
24

－
５
２
２
２

お
昼
の
防
災
無
線
で

　
「
旅
立
ち
の
日
に
」

を
放
送
し
ま
す

７
不用品のリサイクルコーナー

　市では、日用品など自分には不用になったが、ま
だ利用できるものなので譲りたい、または、譲って
ほしいという希望者を登録し、紹介しています。
　なお、無料譲渡を条件とします。

譲
り
た
い
物

エレクトーン、サイドボード、テーブル、歩行器、
車椅子、学習机、ベビーベッド

譲
っ
て
ほ
し
い
物

ピアノ、幼児用自転車、子ども用すべり台、A型
ベビーカー、チャイルドシート、ベビータンス、自
転車

登
録
状
況

　譲りたい物 ７件
　譲ってほしい物 ７件

（平成20年１月17日現在）

※登録期間は３か月間で、市内在住の方に限ります。
　希望者は、電話にて市民生活課にご連絡ください。
　また、有効期間中に「譲れなくなった」または「譲
り受ける必要がなくなった」という場合は、必ず市
民生活課までご連絡ください。

登録申込み・問い合わせ
　市民生活課　☎２５－５２００（直通）
　　　　　　　☎２２－２２１１内線１３２１

８

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー
献
血
担
当

　

☎
22

－

０
６
４
８
（
代
表
）

愛
の
献
血
に
ご
協
力
を

９
３
月
４
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

歴
史
文
化
伝
承
館

駐
車
場
（
東
町
青

年
部
）

３
月
14
日
㈮
午
前
10
時
〜
正
午

農
園
ホ
テ
ル
内
ロ

ビ
ー
（
ナ
チ
ュ
ラ

ル
フ
ァ
ー
ム
シ
テ

ィ
農
園
ホ
テ
ル
）

　

体
を
使
っ
て
親
子
で
遊
び
な
が
ら

災
害
対
策
が
学
べ
る
、
県
主
催
の
防
災

フ
ェ
ア
で
大
好
評
だ
っ
た
教
室
で
す
。

と　

き　

２
月
24
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

原
谷
公
民
館
１
階
ホ
ー
ル

対　

象　

小
さ
な
お
子
さ
ん
と
保
護
者

講　

師　

あ
ん
ど
う 

り
す
先
生

内　

容　

防
災
カ
ー
ド
を
使
っ
て
動
物

の
ま
ね
、
抱
っ
こ
で
ダ
ッ
シ
ュ
ほ
か

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ　

今
井
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

☎
25

－

０
２
５
５

ち
い
さ
な
命
を
守
る

親
子
防
災
教
室

10と　

き　

３
月
３
日
〜
31
日
ま
で
の
毎

週
月
・
木
曜
日
（
３
月
20
日
㈭
を
除
く

全
８
回
）、
午
後
７
時
〜
８
時

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
武
道
場

対　

象　

小
学
生

指　

導　

秩
父
市
少
林
寺
拳
法
連
盟

参
加
費　

１
，０
０
０
円
（
保
険
料
等
）

定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

申
込
み　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
（
☎
24

－

４
０
０
４
）
ま
た
は
坂
本
宅
（
☎
24

－

６
７
６
０
）
へ
。

市
民
小
学
生

少
林
寺
拳
法
教
室

11

ペットは愛情を持ち、最後まで責任をもって飼いましょう！
飼い主には、ペットを愛情と責任を持って育て、最後まで飼い続ける義務があります。



2008年2月号

就
業
を
支
援
す
る
た
め
に
開
催
す
る
講

習
で
す
。

と　

き　
３
月
20
日
（
木
・
祝
）
〜
24
日
㈪

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

下
水
道
セ
ン
タ
ー

内　

容　

初
級
・
植
木
の
剪
定
、
管
理

対　

象　

60
〜
65
歳
の
健
康
で
就
業
意

欲
の
あ
る
方
。
ま
た
、
全
日
程
参
加
可

能
な
方
。

定　

員　

20
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
）

参
加
費　

無
料

申
込
み　

３
月
７
日
㈮
ま
で
に
、
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）・
性
別
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
・
郵
便
番
号
・
住
所

を
明
記
し
て
、
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
「
造
園
管
理
ア
シ
ス
タ
ン
ト
講
習
希

望
」
と
記
入
の
う
え
、
左
記
へ
。

問
い
合
わ
せ

　

秩
父
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

　

〒
３
６
８

－

０
０
３
３

　

野
坂
町
１

－

13

－

14

　

☎
22

－

４
４
５
４

24

－

９
７
８
１

　

ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
＆
水
中
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
を
行
い
ま
す
。
初
め
て
の
方
も
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　
２
月
29
日
〜
３
月
28
日
の
毎
週

金
曜
日
（
全
５
回
）、
午
後
１
時
〜
３
時

　

60
歳
代
前
半
層
の
方
を
対
象
に
、
技

術
や
知
識
の
習
得
を
図
り
、
企
業
へ
の

就
職
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の

温
水
プ
ー
ル

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室

14

と
こ
ろ　

温
水
プ
ー
ル

講　

師　

東
京
体
育
機
器
㈱
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー　

参
加
費　

２
，
０
０
０
円

定　

員　

20
人

申
込
み　

２
月
15
日
㈮
か
ら
参
加
費
を

添
え
て
温
水
プ
ー
ル
窓
口
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
話
で
の
予
約

も
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

温
水
プ
ー
ル

　

☎
22

－

７
４
１
１

と　

き　

３
月
23
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

親
子
ス
キ
ー
教
室

12

と　

き　

３
月
８
日

㈯
〜
９
日
㈰

と
こ
ろ　

群
馬
県
鹿

沢
ス
ノ
ー
エ
リ
ア

参
加
費　

中
学
生
以

上
１
６
，
０
０
０
円
、
小
学
生
１
４
，

０
０
０
円
（
バ
ス
代
・
宿
泊
料
・
夕
朝

食
・
保
険
代
含
む
）

指
導
者　

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認
指

導
員
お
よ
び
文
部
科
学
大
臣
認
定
地
域

体
育
指
導
者
（
Ａ
・
Ｂ
級
）

定　

員　
80
人（
初
め
て
の
小
学
生
も
可
）

市
民
ス
キ
ー
大
会

13　

初
心
者
で
も
参
加
で
き
る
リ
ー
ゼ
ン

ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会
で
す
。
メ
ダ
ル
・
賞

状
等
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

３
月
８
日
㈯
午
後
か
ら

と
こ
ろ　

群
馬
県
鹿
沢
ス
ノ
ー
エ
リ
ア

（
現
地
集
合
）

参
加
費　

２
，
０
０
０
円

申
込
み　

教
室
・
大
会
と
も
２
月
28
日

㈭
ま
で
に
、
秩
父
市
ス
キ
ー
連
盟 

町

田
宅
（
☎
23

－

８
１
３
３
）
へ
。（
定

員
に
な
り
次
第
締
切
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
出
前
講
座

〜
地
域
づ
く
り
の
新
た
な
担
い
手
〜

15　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
基
礎
知
識
の
ほ
か
に
、
実

際
の
活
動
事
例
を
通
じ
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
出
前

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

２
月
28
日
㈭

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

市
民
会
館
３
階
第
２
会
議
室

講　

師　

埼
玉
県
秩
父
地
域
創
造
セ
ン

タ
ー 

大
澤 

勝
氏
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民

シ
ア
タ
ー
・
エ
フ
理
事
長 

竹
石
研
二
氏

定　

員　

80
人

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課

　

☎
25

－

５
２
０
０
（
直
通
）

造
園
・
緑
地
管
理

ア
シ
ス
タ
ン
ト
講
習

16

福
寿
草
見
学
と

　

お
っ
切
り
込
み
う
ど
ん
・

　
　

わ
ら
ぞ
う
り
作
り
体
験

参
加
者
募
集

17

と
こ
ろ　

石
間
交
流
学
習
館

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
で
、
直
接
会
場
に
来
ら
れ
る
方

定　

員　

30
人
（
応
募
者
が
10
人
に
満

た
な
い
場
合
は
中
止
し
ま
す
。）

内　

容　

午
前
中
は
お
っ
切
り
込
み
う

ど
ん
作
り
・
福
寿
草
見
学
、
午
後
は
わ

ら
ぞ
う
り
作
り
の
体
験
を
し
ま
す
。

参
加
費　

１
，
５
０
０
円
（
秩
父
事
件

資
料
等
見
学
・
昼
食
・
保
険
代
含
む
）

申
込
み　

３
月
13
日
㈭
ま
で
に
、
は
が

き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
参
加
者
全
員
の

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

し
て
、
吉
田
総
合
支
所
（
〒
３
６
９

－

１
５
９
２　

下
吉
田
６
５
８
５

－

２　

☎
72

－

６
０
８
３

77

－

１
５
２
９
）
へ
。

24



25

申
込
受
付

　

随
時
、
受
け
付

け
て
い
ま
す
。（
申

込
み
が
あ
り
次
第
、

受
付
を
終
了
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。）

申
込
者
の
資
格

①
市
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
こ
と
。

②
現
に
同
居
し
、

ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親

族
が
あ
る
こ
と
。

③
入
居
し
よ
う
と

す
る
世
帯
全
員

の
収
入
月
額
が
、

20
万
円
以
上
60

万
１
千
円
以
下

で
あ
る
こ
と
。

④
自
ら
居
住
す
る

た
め
の
住
宅
を

必
要
と
し
て
い

る
こ
と
。

●
秩
父
小
唄
と
竹
久
夢
二
と
秩
父
銘
仙

も
の
が
た
り

と　

き　

３
月
７
日
㈮
〜
16
日
㈰

内　

容　

秩
父
銘
仙
技
術
継
承
者
第
一

期
卒
業
生 

青
山
米
子
さ
ん
に
よ
る
銘

仙
作
品
展
で
す
。
竹
久
夢
二
の
描
い
た

女
性
が
着
て
い
る
銘
仙
の
図
柄
を
復
刻

し
た
作
品
を
は
じ
め
、
各
種
銘
仙
を
展

示
し
ま
す
。

●
育
成
講
座
卒
業
記
念
作
品
展

と　

き　

３
月
18
日
㈫
〜
30
日
㈰

内　

容　

秩
父
銘
仙
（
秩
父
織
物
協
同

組
合
）、
秩
父
ほ
ぐ
し
捺
染
（
秩
父
捺

染
協
同
組
合
）
技
術
継
承
者
育
成
講
座

生
徒
さ
ん
の
５
年
間
の
成
果
を
展
示
し

ま
す
。

と
こ
ろ　

ち
ち
ぶ
銘
仙
館

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

入
館
料　
大
人
２
０
０
円
、小
人
１
０
０
円

問
い
合
わ
せ　

ち
ち
ぶ
銘
仙
館

　

☎
22

－

４
１
１
２

　

秩
父
路
魅
力
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
中
心
に
大
学
、

公
共
交
通
事
業
者
、
観
光
・
商
業
・
農

林
関
係
団
体
、
行
政
な
ど
が
連
携
し
、

道
路
を
軸
と
し
た
秩
父
地
域
の
景
観
づ

く
り
、
環
境
づ
く
り
、
観
光
振
興
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
秩
父
路
の
今

と
昔
の
道
の
風
景
写
真
や
、
昨
年
12
月

に
全
戸
配
布
し
た
「
五
感
の
風
景
再
発

見
！
」
の
公
募
結
果
を
写
真
と
パ
ネ
ル

で
展
示
し
ま
す
。

と　

き　

３
月
10
日
㈪
〜
16
日
㈰

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
１
階
、
大

滝
振
興
会
館
１
階
、
旧
武
毛
銀
行
本
店
、

荒
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

※
道
の
駅
果
樹
公
園
あ
し
が
く
ぼ
（
横

瀬
町
）
で
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

　

☎
25

－

５
２
１
７
（
直
通
）

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
３
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
２
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
４
（
直
通
）

　

総
開
帳
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、『
秩
父
札

所
展
』
を
開
催

し
ま
す
。

　

会
場
に
は
、

観
音
堂
や
秩
父

札
所
三
十
四
ヶ

寺
の
御
前
立
本

尊
が
安
置
さ
れ
、
お
参
り
す
る
と
札
所

を
巡
拝
さ
れ
た
の
と
同
じ
ご
利
益
を
賜

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
各
札
所
の
寺
宝
や
長
年

秩
父
札
所
に
ま
つ
わ
る
絵
を
描
い
て
き

た
故
・
山
田
え
い
じ
氏
の
絵
画
な
ど
も

展
示
さ
れ
ま
す
。

と　

き　

２
月
27
日
㈬
〜
３
月
３
日
㈪

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

と
こ
ろ　

矢
尾
百
貨
店
５
階
大
催
事
場

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

矢
尾
百
貨
店
販
売
促
進
部

　

☎
24

－

８
２
３
３
（
直
通
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
空
家
）

入
居
者
募
集
中

19申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

建
築
住
宅
課

　

☎
25

－
５
２
１
４
（
直
通
）

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
３
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
１
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
４
（
直
通
）

住宅名 募集戸数 所在地 構     造 間取り 家          賃 建設年度 備        考

1 井ノ尻住宅 ４戸 中村町３－８－９
中層耐火
５階建
エレベーター設置

3ＬDK
８５，０００円
入居者の収入に応じて減額
制度（61,400円～ 85,000円）
があります。

平成15年 駐車場1戸1台
3,000円

2 広 瀬 住 宅 １戸 下吉田7775－３ 木造２階建 3ＬDK ５５，０００円 平成５年 駐車場1戸1台
1,000円

ち
ち
ぶ
学
セ
ミ
ナ
ー

研
究
発
表
会

20　

ち
ち
ぶ
学
セ
ミ
ナ
ー
専
門
講
座
受
講

生
が
、
一
年
間
の
研
究
成
果
を
発
表
し

ま
す
。

と　

き　

３
月
８
日
㈯
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
40
分
（
予
定
）

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

定　

員　

２
０
０
人

内　

容

①
「
秩
父
の
石
仏
採
訪
コ
ー
ス
」
と
「
秩

父
の
祭
り
を
探
る
コ
ー
ス
」
の
受
講

生
に
よ
る
研
究
成
果
の
発
表

②
石
仏
コ
ー
ス
担
当
講
師
・
千
嶋 

壽

氏
（
秩
父
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員

会
委
員
）、
祭
り
コ
ー
ス
担
当
講
師
・

栃
原
嗣
雄 

氏
（
埼
玉
県
文
化
財
保

護
審
議
会
委
員
）
に
よ
る
講
評　

対　

象　

一
般
成
人

参
加
費　

無
料
（
申
込
み
は
不
要
で
す
。

当
日
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ど
な

た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ　

歴
史
文
化
伝
承
館

　

☎
22

－

０
４
２
０

ち
ち
ぶ
銘
仙
館
特
別
企
画
展

21

写
真
で
感
じ
る

　
　

ち
ち
ぶ
今
昔
物
語

〜
道
と
五
感
の
風
景
〜

22

秩
父
札
所
連
合
会
主
催

『
秩
父
札
所
展
』
開
催
！

23

秩父市メールマガジン「秩父市ふるさとメール」配信中！
購読登録は、秩父市ホームページからどうぞ
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●
「
〜
人
も
地
域
も
健
康
に
〜

　
　
　
　

歩
い
て
楽
し
い
街
づ
く
り
」

　

歩
き
な
が
ら

楽
し
め
る
秩
父

の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
健

康
大
使
で
あ
る

増
田
明
美
氏
を
招
い
て
、
講
演
会
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

３
月
７
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
15
分
〜
４
時
45
分

と
こ
ろ　

地
場
産
セ
ン
タ
ー
４
階

定　

員　

３
０
０
人
程
度（
申
込
不
要
）

参
加
費　

無
料

●
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ガ
イ
ド
講
習
会

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
の
方
法
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
な
ど
、

歩
い
て
巡
る
秩
父
観
光
ガ
イ
ド
の
た
め

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　

ガ
イ
ド
を
や
っ
て
み
た
い
方
だ
け
で

な
く
、
健
康
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
方

も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

３
月
８
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　

地
場
産
セ
ン
タ
ー
４
階

内　

容　 

「
運
動
と
健
康
」
講
演
、「
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
講
習
、「
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
」
講
習

定　

員　

40
人
程
度
（
要
申
込
み
）

参
加
費　

無
料
（
昼
食
持
参
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

歩
き
た
く
な
る
ま
ち
秩
父
コ
ン
ソ
ー

　

新
緑
眩
し
い
芝
生
を
中
心
と
し
た
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
風
の
コ
ー
ス
で
、
心

地
よ
い
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

５
月
11
日
㈰

と
こ
ろ　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
ス
ポ
ー
ツ

の
森
（
コ
ー
ス
は
ス
カ
イ
ロ
ー
ド
、
旧

ゴ
ル
フ
場
内
な
ど
）

種　

目

１
・
８
㎞
の
部　

小
学
生
男
女

４
㎞
の
部　

中
学
生
男
女

６
㎞
の
部　

一
般
男
女
、
高
校
生
女
子

10
㎞
の
部　

一
般
男
女
、
高
校
生
男
子

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル　

受
付
午
前
８
時
30
分

〜
９
時
30
分
、
開
会
式
９
時
10
分
、
ス

タ
ー
ト
（
１
・
８
㎞
小
学
生
低
学
年
）

10
時
、（
１
・
８
㎞
小
学
生
高
学
年
）
10

時
５
分
、（
４
㎞
）
10
時
15
分
、（
６
㎞
）

10
時
40
分
、（
10
㎞
）
11
時
10
分

参
加
費　

小
中
学
生
５
０
０
円
、
高
校

生
１
，０
０
０
円
、一
般
２
，０
０
０
円

表　

彰　

各
部
門
１
〜
３
位
ま
で
賞

状
・
記
念
品
、
４
〜
６
位
ま
で
賞
状
、

全
員
に
参
加
賞
あ
り
。

申
込
み　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
、
各
総
合

支
所
市
民
福
祉
課
に
申
込
用
紙
（
郵
便

振
替
）
が
あ
り
ま
す
。（
４
月
４
日
㈮

消
印
有
効
）

問
い
合
わ
せ　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　

☎
25

－

５
２
３
０
（
直
通
）

健
康
・
健
脚
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト

24

　

友
好
都
市
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
音
楽
団

体
を
招
き
、
市
内
の
音
楽
団
体
・
学
校

と
の
交
流
音
楽
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

３
月
15
日
㈯
午
後
２
時
〜

と
こ
ろ　
秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
音
楽
堂

出
演
団
体　

豊
島
区
管
弦
楽
団
、
荒
川
区

民
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
合
唱
団
、
秩
父

混
声
合
唱
団
、
秩
父
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
、
秩
父
第
一
中
学
校
コ
ー
ラ
ス

部
、
秩
父
第
二
中
学
校
吹
奏
楽
部

入
場
料　
無
料（
整
理
券
が
必
要
で
す
。）

※
整
理
券
は
、
２
月
12
日
㈫
か
ら
、
ふ

る
さ
と
創
造
課
、
各
総
合
支
所
総
務

課
、
道
の
駅
ち
ち
ぶ
で
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

ふ
る
さ
と
創
造
課

　

☎
22

－

２
８
２
３
（
直
通
）

シ
ア
ム
（
コ
ス
モ
プ
ラ
ン
内
）

　

☎
０
３

－

３
２
６
５

－

２
２
４
１

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業

市
民
ボ
ー
ル
ル
ー
ム

　
　

ダ
ン
ス
連
合
会

　
　
　
　

ダ
ン
ス
の
集
い

25　

日
ご
ろ
各
所
で
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
ダ
ン

ス
（
社
交
ダ
ン
ス
）
を
通
じ
て
健
康
づ

く
り
、
人
の
和
づ
く
り
に
励
ん
で
い
る

皆
さ
ん
、
み
ん
な
で
踊
っ
た
り
、
見
学

し
た
り
、
楽
し
く
発
表
し
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

２
月
24
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
５
時

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

参
加
費　

無
料

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

秩
父
市
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
連
合
会
会
長

邊
見
キ
ヨ
子
☎
22

－

５
１
６
８

第
４
回
ミ
ュ
ー
ズ
の
森
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
　

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

in　

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｕ

26

第
21
回
市
民
親
善

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

27と　

き　

３
月
２
日
㈰

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

試
合
方
法　

９
人
制
・
町
会
対
抗
（
町
会

連
合
可
）

チ
ー
ム
構
成　

中
学
３
年
生
以
上
29
歳
ま
で

の
男
子
２
人
以
内
、
30
歳
代
男
子
２
人

以
内
。
ほ
か
は
、
中
学
３
年
生
以
上
の

女
子
ま
た
は
40
歳
以
上
の
男
子
。

参
加
費　

１
チ
ー
ム
２
，
０
０
０
円

※
参
加
申
込
み
、
選
手
登
録
用
紙
、
代

表
者
会
議
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
参
加
し
た
町
内
の
代
表
者
あ

て
に
発
送
し
ま
す
。

申
込
み　

２
月
20
日
㈬
ま
で
に
、
秩
父

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟　

桑
畑
宅
（
☎
24

－

７
２
４
１
）
へ
。

秩
父
市
姉
妹
都
市
と
の
交
流
音
楽
会

旅
立
ち
の
丘
コ
ン
サ
ー
ト

28

秩
父
郡
市

コ
ー
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

29　

秩
父
郡
市
の
公
民
館
で
活
動
し
て
い

る
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
11
団
体
が
、
一

堂
に
会
し
て
発
表
会
を
行
い
ま
す
。

　

女
性
だ
け
の
グ
ル
ー
プ
や
男
女
混
声

グ
ル
ー
プ
の
美
し
い
癒
し
の
ハ
ー
モ
ニ

ー
を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と　

き　

２
月
24
日
㈰
正
午
開
場
、
午

後
０
時
30
分
開
演

と
こ
ろ　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
音
楽
堂

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

　

☎
22

－

０
４
２
０



27

と　

き　

２
月
16
日
㈯
〜
３
月
２
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
月
曜
休

館
）

と
こ
ろ　

芸
術
文
化
会
館
（
道
の
駅
ち

ち
ぶ
隣
）

問
い
合
わ
せ　

秩
父
観
光
協
会

　

☎
21

－

２
２
７
７

つ
ど
い
の
広
場「
は
っ
ぴ
ー
」

34　

つ
ど
い
の
広
場
は
、
お
母
さ
ん
同
士

で
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
お
子
さ
ん

と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
気
ま
ま
に
参
加
で

き
る
楽
し
い
場
所
で
す
。

対
象
年
齢　

０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
の
方

通
常
開
催
日　

毎
週
火
、
木
、
土
曜
日

開
催
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
お
休
み
）

会　

場　

ち
ち
ぶ
幼
稚
園

参
加
費　

無
料

●
園
庭
開
放

　

つ
ど
い
の
広
場
の
開
催
日
・
開
催
時

間
に
合
わ
せ
て
、
園
庭
を
開
放
し
ま
す
。

０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者
の
方
が
対
象
で
す
。

※
園
庭
開
放
中
の
ケ
ガ
、
事
故
等
に
つ

い
て
は
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

●
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

毎
週
土
曜
日
、
午
後
１
時
か
ら
。
０

歳
か
ら
１
歳
の
お
子
さ
ん
が
対
象
で
す
。

●
子
育
て
相
談

　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
は
、
ち
ょ
っ

と
し
た
心
配
や
不
安
を
抱
え
が
ち
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
事
業
は
秩
父
市
が
「
特
定
非
営

利
活
動
法
人
秩
父
こ
み
に
て
い
」
へ

委
託
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
秩
父

こ
み
に
て
い
事
務
局
☎
22

－

７
８
６
６

秩
父
観
光
協
会
主
催

平
成
19
年
度
秩
父
夜
祭

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
秀
作
展

30

第
26
回

秩
父
歌
舞
伎
定
期
公
演

31　

秩
父
祭
の
屋
台
芝
居
を
支
え
る
「
秩

父
歌
舞
伎
」。 

そ
の
保
存
と
研
究
を
し

て
い
る
秩
父
歌
舞
伎
正
和
会
（
市
指
定

無
形
民
俗
文
化
財
）
の
定
期
公
演
を
行

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と　

き　

２
月
24
日
㈰
午
後
１
時
開
演

と
こ
ろ　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

演　

目

・
秩
父
歌
舞
伎
正
和
会

「
一い

ち
の
た
に
ふ
た
ば
ぐ
ん
き

谷
嫩
軍
記　

熊く
ま

谷が
い

陣じ
ん

屋や

之の

場ば

（
口

よ
り
）」

・
花
の
木
小
学
校
歌
舞
伎
ク
ラ
ブ

　
「
吉き

ち

例れ
い

曽そ

が

の我
対た

い

面め
ん　

工く

藤ど
う

館や
か
た

之の

場ば

」

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

秩
父
歌
舞
伎
正
和
会
保
存
会

事
務
局
（
文
化
財
課
内
）

　

☎
22

－

２
４
８
１
（
直
通
）

　

秩
父
市
・
横
瀬
町
の
農
家
出
身
者

で
、
定
年
後
秩
父
市
・
横
瀬
町
で
農
業

を
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
方
の
就
農
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
野
菜
、
果
樹
、

花
等
の
栽
培
技
術
や
販
売
、
農
業
研
修

制
度
等
に
つ
い
て
、
各
地
区
農
業
委
員
、

J
A
職
員
、
県
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
職

員
、
市
町
村
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と　

き　

３
月
２
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

J
A
ち
ち
ぶ
秩
父
支
店

申
込
み　

２
月
29
日
㈮
ま
で
に
左
記
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

秩
父
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
普

及
部
☎
25

－

１
３
１
０

定
年
帰
農
希
望
者
等
の

休
日
就
農
相
談
会

33

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

マ
イ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー

〜
働
き
や
す
い
職
場
を
つ
く
る
た
め
に
〜

35　

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
は
、
普

段
か
ら
「
傾
聴
意
識
」
を
持
つ
こ
と
が

大
事
で
す
。
部
下
・
上
司
・
同
僚
等
の

話
を
上
手
に
聞
く
コ
ツ
を
つ
か
み
、
働

き
や
す
い
職
場
作
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

２
月
28
日
㈭
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分

と
こ
ろ　

地
場
産
セ
ン
タ
ー
５
階
５
０

１
号
室

対　

象　

事
業
所
等
の
管
理
・
監
督
者
、

勤
労
者　

内　

容　

管
理
監
督
者
の
役
割
と
ス
ト

レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
社
員
と
の
日
常
折

衝
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
話
を
聴
く
と
は

講　

師　

日
本
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会　

　
　
　
　

田
中
路
子 

氏

受
講
料　

無
料

定　

員　

50
人

申
込
み　

２
月
22
日
㈮
ま
で
に
、
秩
父

商
工
会
議
所
（
☎
22

－

４
４
１
１
）
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

工
業
振
興
課

　

☎
22

－

３
４
２
８
（
直
通
）

と　　き 内　　　容 会　場
２月15日㈮
　～24日㈰

≪第２回秩父セメントＯＢ作品展≫
※最終日は午後4時30分まで 展示室１･２

２月16日㈯
　～3月2日㈰

≪秩父夜祭写真コンクール秀作展≫
秩父観光協会主催 展示室３

３月１日㈯
　～12日㈬

≪アクセサリー作品展～銘仙・帯・バッグ～≫
※初日は正午から、最終日は正午まで 展示室１

毎週木曜日
午前９時～

午後５時

齋藤麗子『押し花教室』
（正午～午後１時まで昼休み） 会議室３

毎週金曜日
午前９時30分～

正午

赤岩智恵子『絵画教室』
※生徒募集中 会議室３

休館日　月曜日（祝日にあたる場合はその翌日）
　　　　年末年始（12月29日～１月３日の６日間）
開館時間　午前９時～午後５時

　芸術文化会館では、皆さんの作品発表の場とし
て展示室の貸し出し、並びに、作品制作の活動の
場として、会議室の貸し出しを有料で行っています。
　個展、仲間展など各種作品展会場として、ぜひ
ご利用ください。なお、詳細は下記までお問い合
わせください。
問い合わせ　芸術文化会館　☎２２－２４０６

32

≪各種作品展などに芸術文化会館をご利用ください≫

秩父市ホームページ　http://www.city.chichibu.lg.jp
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今
年
度
は
、
埼
玉
県
落
語
振
興
会
か

ら
２
人
の
落
語
家
を
お
招
き
し
、
日
本

の
伝
統
話
芸
で
あ
る
落
語
、
津
軽
三
味

線
の
力
強
い
演
奏
お
よ
び
フ
ラ
ダ
ン
ス

を
企
画
し
ま
し
た
。

と　

き　

３
月
15
日
㈯
午
後
１
時
開
演

と
こ
ろ　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

出
演
者　

柳
家
さ
ん
八
さ
ん
（
落
語
家
）、

鏡
味
正
二
郎
さ
ん
（
落
語
家
）、
鈴
木
松

哲
寿
さ
ん
（
津
軽
三
味
線
）、
カ
レ
イ
プ

ア
ラ
ニ
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）

対　

象　

70
歳
以
上
の
単
身
高
齢
者
お

よ
び
高
齢
者
世
帯
に
属
さ
れ
る
方

入
場
料　

無
料

※
巡
回
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
乗
車
場

所
は
、後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
１

人
３
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ　

秩
父
市
社
会
福
祉
協
議
会
地

域
福
祉
推
進
課
☎
22

－

１
５
１
４

高
齢
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

36　

年
金
を
生
か
し
た
家
計
管
理
、
生
活

設
計
に
つ
い
て
こ
の
講
演
を
通
し
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

と　

き　

２
月
27
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

市
民
会
館
３
階
第
２
会
議
室

テ
ー
マ　
「
年
金
を
生
か
し
た
生
活
設
計
」

講　

師　

金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　

田
代
智
子 

氏

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課

　

☎
25

－

５
２
０
０
（
直
通
）

消
費
生
活
セ
ミ
ナ
ー

37

秩
父
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

公
開
セ
ミ
ナ
ー

　
「
ベ
ビ
ー
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
基
本

　
　

事
故
と
病
気
の
対
応
」

38と　

き　

３
月
４
日
㈫

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

福
祉
女
性
会
館
集
会
室

対　

象　

現
在
子
育
て
中
の
方
や
子
育

て
に
関
心
の
あ
る
方
、
地
域
の
子
育
て

を
応
援
し
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
る
方

講　

師　

ニ
チ
イ
学
館
専
任
講
師

参
加
費　

無
料
（
お
子
さ
ん
連
れ
で
参

加
で
き
ま
す
。）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

秩
父
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
（
秩
父
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
内
）
☎
21

－

３
３
１
１

※
お
む
つ
交
換
を
し
た
り
、
お
子
さ
ん

を
お
預
か
り
す
る
場
所
と
し
て
、
和

室
も
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

秩
父
郡
市
歯
科
医
師
会
主
催

歯
〜
と
ふ
る
ち
ち
ぶ

「
そ
れ
、
食
べ
ち
ゃ
っ
て
い
い
の
？
」

39と　

き　

３
月
９
日
㈰
正
午
〜

と
こ
ろ　

市
民
会
館
３
階

内　

容

・
文
化
講
演
会

「
元
気
な
子
供
を
育
て
る
食
生
活
」

講
師　

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ａ
Ｎ
Ｄ 

Ｈ
Ｅ
Ａ

Ｌ
Ｔ
Ｈ
研
究
所
代
表　

管
理
栄
養
士 

幕
内
秀
夫
先
生

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
「
秩
父
の
食
育
を
考
え
る
」

・
８
０
２
０
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
表

彰
、
歯
科
相
談
ほ
か

問
い
合
わ
せ　

平
沼
歯
科
医
院

　

☎
22

－
０
７
９
０

摂
食
障
が
い

（
拒
食
症
・
過
食
症
）
講
演
会

40　

摂
食
障
が
い
か
ら
は
必
ず
回
復
で
き

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
な

か
な
か
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
の
が
実

情
で
す
。
本
人
は
、
家
族
は
、
一
体
ど

う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

体
験
談
と
講
演
で
、
回
復
の
ヒ
ン
ト

を
お
伝
え
し
ま
す
。

と　

き　
３
月
11
日
㈫
午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

秩
父
保
健
所

対　

象　

摂
食
障
が
い
の
本
人
、
家
族
、

関
係
者

テ
ー
マ　
「
摂
食
障
害
者
の
見
つ
め
る

世
界
〜
回
復
に
向
け
て
〜
」

内　

容　

体
験
談
（
摂
食
障
が
い
の
本

人
）、
講
演
（
上
智
社
会
福
祉
専
門
学

校　

臨
床
心
理
士　

山
本
由
紀
先
生
）

申
込
み　

秩
父
保
健
所
保
健
予
防
推
進

担
当
☎
22

－

３
８
２
４

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

　

〜
45
歳
か
ら
の
あ
な
た
へ

こ
れ
か
ら
の
人
生
設
計
の
た
め
に
〜

41　
「
定
年
な
ん
て
ま
だ
ま
だ
」
な
ん
て

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？　

で
も
、
人
生
、

い
つ
何
が
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
ま
す
ま
す
充
実
さ

せ
る
た
め
に
、
今
、
人
生
設
計
を
見
つ

め
な
お
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

２
月
28
日
㈭

　
　
　
　

午
後
６
時
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ　
歴
史
文
化
伝
承
館
１
階
研
修
室

講　

師　

日
本
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会

　
　
　
　

田
中
路
子 

氏

内　

容　

こ
れ
か
ら
の
生
活
を
豊
か
に

す
る
た
め
に
、
自
分
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を

考
え
る
、
今
後
の
人
生
発
展
計
画
な
ど

受
講
料　

無
料

定　

員　

50
人

申
込
み　

２
月
22
日
㈮
ま
で
に
左
記
へ
。

（
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
な
た

で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ　

工
業
振
興
課

　

☎
22

－

３
４
２
８
（
直
通
）

●
げ
ん
き
づ
く
り
ハ
イ
キ
ン
グ
〜
初
春
編
〜

と　

き　

３
月
28
日
㈮
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　

伊
豆
ヶ
岳

対　

象　

一
般
、親
子
（
小
学
生
以
上
）

参
加
費　

３
０
０
円

定　

員　

20
人
（
抽
選
）

申
込
み　

２
月
19
日
㈫
か
ら
電
話
で
申

込
み

●
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
上
映
会

と　

き　

毎
週
土
・
日
曜
、
祝
日
の
午

後
２
時
〜
２
時
45
分

参
加
費　

大
人
１
０
０
円
、
中
学
生
以

下
無
料

定　

員　

２
０
０
人

申
込
み　

当
日
窓
口
で
申
込
み

問
い
合
わ
せ　

名
栗
げ
ん
き
プ
ラ
ザ

　

☎
０
４
２

－

９
７
９

－

１
０
１
１

名
栗
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
の
催
し

42



29

み
ど
り
の
村
の
催
し

43●
シ
イ
タ
ケ
コ
マ
打
ち
体
験

と　

き　

３
月
２
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

若
者
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
，
５
０
０
円

定　

員　

30
人
（
抽
選
）

申
込
締
切　

２
月
22
日
㈮
必
着

●
そ
ば
打
ち
体
験

と　

き　

３
月
16
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

若
者
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

定　

員　

28
人
（
抽
選
）

申
込
締
切　

３
月
８
日
㈯
必
着

●
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

と　

き　

３
月
23
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

村
の
広
場

参
加
費　

５
０
０
円

定　

員　

50
人
（
抽
選
）

申
込
締
切　

３
月
14
日
㈮
必
着

申
込
み　

往
復
は
が
き
に
イ
ベ
ン
ト

名
・
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
年
齢
を
記
入
し
左
記
へ
。

問
い
合
わ
せ　

み
ど
り
の
村
管
理
事
務
所

　

〒
３
６
８

－

０
１
０
１　

小
鹿
野
町

下
小
鹿
野
27　

☎
75

－

３
４
４
１

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
催
し
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●
ま
ん
じ
ゅ
う
づ
く
り
体
験

　

障
が
い
を
持
つ
子
と
持
た
な
い
子
の

交
流
体
験
を
し
ま
す
。

と　

き　

４
月
19
日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

参
加
費　

材
料
費
３
０
０
円

対　

象　

小
学
生
以
上　

 

定　

員　

50
人 

（
抽
選
）

申
込
み　

３
月
１
日
㈯
〜
18
日
㈫
ま
で

に
往
復
は
が
き
（
事
業
名
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記
）

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
電
話
申
込
み
可
）

問
い
合
わ
せ　

長
瀞
げ
ん
き
プ
ラ
ザ

　

〒
３
６
９

－

１
３
１
２　

長
瀞
町
井

戸
３
６
７　

☎
66

－

０
１
７
７

と　

き　

２
月
24
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　
歴
史
文
化
伝
承
館
１
階
研
修
室

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ　

家
庭
倫
理
の
会
・
秩
父
準
支

部　

加
藤
☎
22

－

１
５
２
７

※医師会休日診療所の診療時間は、午前10時から午後５時までです。
※休日診療所以外の診療時間は、午前９時から午後６時までです。
　その後はお電話ください。（藤岡市を除く）
※秩父郡市医師会（http://www.chichibu.ne.jp/̃ishikai）または、
藤岡多野医師会（http://fujiokatano.gunma.med.or.jp/index.html）
のホームページで確認できます。

２
月
10
日

医師会休日診療所
近 藤 医 院
皆 野 病 院
鬼 石 病 院

（内･小）
（産・婦・内）

熊木町
日野田町
皆野町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎22－0043
☎62－6300
☎52－3121

２
月
11
日

医師会休日診療所
水 野 医 院
皆 野 病 院
く す の 木 病 院

（内･小）
（　内　）

熊木町
山 田
皆野町
藤岡市旭町

☎23－8561
☎22－3315
☎62－6300
☎24－3111

２
月
17
日

医師会休日診療所
健 生 堂 医 院
秩 父 市 立 病 院
中 田 医 院

（内･小）
（外･内）

熊木町
東 町
桜木町
藤岡市宮本町

☎23－8561
☎22－0270
☎23－0611
☎22－0385

２
月
24
日

医師会休日診療所
本 間 医 院
秩 父 病 院
篠 塚 病 院

（内･小）
（内･小・リウマチ）

熊木町
小鹿野町
宮側町
藤岡市篠塚

☎23－8561
☎75－0020
☎22－3022
☎23－9261

３
月
２
日

医師会休日診療所
秩 父 生 協 病 院
小 鹿 野 中 央 病 院
光 病 院

（内･小）
（内･小）
（内･小）

熊木町
阿保町
小鹿野町
藤岡市本郷

☎23－8561
☎23－1300
☎75－2332
☎24－1234

３
月
９
日

医師会休日診療所
片 田 医 院
皆 野 病 院
鬼 石 病 院

（内･小）
（外･内）
（

熊木町
下影森
皆野町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎22－1801
☎62－6300
☎52－3121

３
月
16
日

医師会休日診療所
南 須 原 医 院
秩 父 市 立 病 院
く す の 木 病 院

（内･小）
（内･外）

熊木町
長瀞町
桜木町
藤岡市旭町

☎23－8561
☎66－2038
☎23－0611
☎24－3111

長
瀞
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
の
催
し
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●
里
山
ガ
イ
ド
ウ
オ
ー
ク

と　

き　

毎
週
土
・
日
曜
、
祝
日

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時

と
こ
ろ　

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
お
よ
び
周
辺
遊
歩
道

対　

象　

一
般

定　

員　

15
人

参
加
費　

無
料

申
込
み　

当
日
窓
口
で
申
込
み

●
２
月
の
館
内
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
コ
マ
作
り
ま
わ
し
」

「
ネ
イ
チ
ャ
ー
コ
ラ
ー
ジ
ュ
」

と　

き　

毎
日
、
随
時
開
催

対　

象　

一
般

参
加
費　

無
料

申
込
み　

当
日
窓
口
で
申
込
み

問
い
合
わ
せ　

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　

☎
54

－

２
０
１
４

生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー

『
幸
せ
な
人
生
を
送
る
に
は
』
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曜日 病　院　名 電　　話
月曜 あ ら い ク リ ニ ッ ク ☎25－2711
火曜 市 立 病 院 ☎23－0611
水曜 秩 父 病 院 ☎22－3022
木曜 小 鹿 野 中 央 病 院 ☎75－2332
金曜 市 立 病 院 ☎23－0611

受付時間　午後７時30分～10時（祝日は行いません。）
※電話で確認してから受診してください。

　

再
生
紙
の
古
紙
の
割
合
が
偽
装
さ
れ

て
い
た
問
題
で
、
市
報
ち
ち
ぶ
で
使
用

し
て
い
る
「
古
紙
配
合
率
１
０
０
％
再

生
紙
」
も
、
古
紙
の
割
合
が
表
示
を
下

回
っ
て
い
た
と
製
紙
会
社
か
ら
連
絡
が

あ
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
月
号
か
ら
１
０
０
％
再

生
紙
表
示
を
や
め
、
製
紙
会
社
に
再
発

防
止
体
制
の
確
立
と
法
令
順
守
の
徹
底

を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。
今
後
も
環
境

に
配
慮
し
た
広
報
紙
づ
く
り
に
努
め
ま

す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

広
報
広
聴
課

　

☎
22

－

２
５
０
５
（
直
通
）

市
報
の
用
紙
に
つ
い
て

市
報
の
用
紙
に
つ
い
て
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※詳細については、今月号18・19ページおよび１月号の「保健センターからのお知らせ」をご覧ください。
　また、３月号の市報と一緒に世帯配布した冊子「平成19年度 秩父市健康カレンダー」もご活用ください。

２月
３月

保健センター
カレンダー

２月の納税
固定資産税　　　第４期
国民健康保険税　第８期

●血液サラサラ教
室２日目（秩父）

●健康相談・育児
相談（大滝）

●４か月児･10か
月児健診、BCG
予防接種（吉田）

●言語リハビリ教
室（秩父）

●親子ふれあい教
室（荒川）

●10か月児健診
　（秩父）
●１歳６か月・３
歳児健診・歯み
がき教室（荒川）

●４か月児健診
　（秩父） 
●よしだ元気塾
　（吉田）
●健康相談（荒川）

●BCG予防接種
　（秩父）
●親子ふれあい教
室（吉田）

●ことばの相談
　（吉田）

●１歳６か月児健
診（秩父）

●言語リハビリ教
室（吉田）

●言語リハビリ教
室（荒川）

●歯みがき教室
　（秩父）

●育児相談（秩父）●３歳児健診
　（秩父）
●親子ふれあい教
室（荒川）

●育児相談（吉田）●三種混合予防接
種（秩父）

●育児相談（荒川）

●両親学級２日目
　（秩父）
●１歳６か月児、
３歳児健診

　（吉田）

●10か月児健診
　（秩父）
●健康相談（吉田）

●４か月児健診
　（秩父）
●健康相談・育児
相談（大滝）

●両親学級１日目
　（秩父）

２/10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 ３/１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

●健康相談・栄養
相談（吉田）

●３歳児健診
　（秩父）

建国記念の日
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　昨年12月22日に、財団法人 埼玉県仏教会
秩父支部（支部長 町田廣文住職）が行った「歳
末助けあい托鉢」の浄財150,658円が市に寄
附されました。
　同支部では、40年ほど前から毎年、年末の
１日に市内で托鉢を行っており、その浄財を
市に寄附していただいています。
　市では、この善意を福祉事業に役立ててい
く予定です。
※托鉢…禅僧が修行のため、経を唱えながら各戸の
前に立ち、食物や金銭を鉢に受けて回ること。

「歳末助けあい托鉢」の浄財を市へ寄附「歳末助けあい托鉢」の浄財を市へ寄附

　昨年12月19日、中央公民館と原谷公民館の
手芸クラブの皆さんが、障害者支援施設さや
かを訪問し、入園者の皆さんに、手編みのマ
フラー78枚をプレゼントしました。
　入園者の方々は、贈られた暖かなマフラー
を喜んで試着し、手芸クラブの皆さんと一緒
に、終始笑顔の楽しいひとときを過ごしました。

　昨年11月22日、姉妹都市の大韓民国江原道
江
カン

陵
ヌン

市を代表する小中学生24人を中心とした
合唱団が、秩父市を訪問しました。
　今回の訪問は、「日韓芸術文化国際交流会」
（秩父日韓親善協会主催）において、次世代
を担う両国の子どもたちが、合唱を通じて相
互理解と親睦を深めることを目的としたもの
です。交流会は秩父第一中学校で開催され、
全校生徒との合唱交歓や、コーラス部員との
心温まる歌の対話は、言葉の違いを超えた友
情を育みました。

江江
カンカン

陵陵
ヌンヌン

市芸術文化団体総連合会市芸術文化団体総連合会
青少年合唱団が秩父市を訪問青少年合唱団が秩父市を訪問

　昨年12月15日、上影森の荒川において「秩
父銘仙流し」が行われました。これは織った
反物についている余分なのりや染料などを洗
い流し、色つやを引き出すための作業で、昭
和30年代ごろまでは、随所でその光景が見ら
れました。
　当日は寒風の中、秩父捺染協同組合の組合
員や同組合で技術を学ぶ育成講座の受講生の
皆さんの手により銘仙が清流へ流されました。
自ら制作した銘仙がきらめく光景に、受講生
の皆さんは見入っていました。

秩父銘仙流しが行われました秩父銘仙流しが行われました

公民館手芸クラブから公民館手芸クラブから
あたたかなプレゼントあたたかなプレゼント



　１月13日、市　１月13日、市
民会館において民会館において
成人式が行われ成人式が行われ
ました。今年のました。今年の
新成新成人は、男性
444人、女性379
人で、このうち
685人（男性369
人、女性316人）
が出席しました。
　華やかな振袖
や、新調したスー

ツに身を包んだ皆さんは、同級生たちと久し
ぶりの再会を喜び合い、積もる話に花を咲か
せたり、写真を撮ったりして、にぎやかなひ
とときを過ごしていました。
　式典では、出席者全員による「旅立ちの日
に」の大合唱で会場が一体となり、心に残る
思い出の成人式となりました。

　荒川地区では、「イルミネーションにより
街を明るくする会」の皆さんにより、12月か
ら２月末まで、国道140号沿いにイルミネー
ションを点灯しています。
　夜間荒川地区に入ると、国道沿い37箇所に
ある光のアートに魅了されてしまいます。　 
　ふるさと荒川をライトアップすることで、
防犯対策を含めて街を明るくし、地域の活性
化を図り、冬を彩る秩父市のイルミネーショ
ンスポットになることでしょう。

発
行
所
　
秩
父
市
役
所
　
電
話
 0494－22－2211（

代
表
）

　
　
　
　
〒
368－8686  埼

玉
県
秩
父
市
熊
木
町
 8 番

15号
2008年

2月
号

◆ まちのわだいをお寄せください ◆
　皆さんの身近にあるまちのわだいを、お気軽
にご連絡ください。
　連絡先　広報広聴課　 ☎22－2505（直通）
　　　　　　　　　　　 ☎22－2211内線1296
　　　　　　　　　　 　koho@city.chichibu.lg.jp

イルミネーションで街を明るくイルミネーションで街を明るく

　大滝地内三
み

十
そ

槌
つち

区にある氷
つ ら ら

柱は、荒川の南
岸岩肌から自然にしみ出た清水が厳しい寒さ
で凍結してできたものです。
　市では冬の風物詩を多くの人に見ていただ
くため、１月18日から「大滝氷まつり」を開
催し、幻想的なブルーの光で照らし出すライ
トアップを行いました。
　気候等の影響で成長が遅れましたが、中に
は２～３ｍほどの長い氷柱もあり、訪れた人
の目を楽しませていました。

新成人823人が大人の仲間入り新成人823人が大人の仲間入り

急がず、淡々と・・・急がず、淡々と・・・

公開講座「万葉集を読みつぐ」公開講座「万葉集を読みつぐ」

　毎月第３月曜日、上吉田生活改善センターでは、
万葉集の歌を読む声が響いています。
　これは、「35年をかけて万葉集を読みつぐ会
（若

みか づ き か い

月会）」の皆さんによるものです。「万葉集を
読みつぐ」と題し、平成16年から始まった公開講
座が、３年経った今でも和やかに行われています。
講師の近藤章さんの声にあわせ、読んだ歌は100
を超えました。4,516首ある万葉集を全て読み終
えるのは、まだ30年以上かかる計算になりますが、
受講者の皆さんは意気揚々です。まるで、千年以
上も昔の「万

まん

葉
よう

人
ひと

」たちの、澄んだ歌声が胸に届
いて、一層の元気さをもたらしているようでした。

自然の造形美！自然の造形美！三三
みみ

十十
そそ

槌槌
つちつち

のの氷氷
つ ら らつ ら ら

柱柱

「大滝氷まつり」開催「大滝氷まつり」開催
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